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『
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
▲

平
成
一
孕
度
が
匹
ダ
U
ト

磯
慧

　済’ ぎ
ノ

属

　
第
二
百
四
十
六
回
白
石
市
議
会
定
例
会
が
三
月
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
開
会
日
に
、
川
井
市
長
か
ら
平
成
二
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の

施
政
方
針
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
の
で
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
各
施
策
は
、
第
三
次
白
石
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
め
ざ
す
事
業
で
す
。

　
本
日
こ
こ
に
、
第
二
百
四
十
六
回
白

石
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す
諸
議
案

の
説
明
に
先
立
ち
、
平
成
二
年
度
の
市

政
運
営
に
対
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て

所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
元
年
を
、
白
石
な
ら
で

は
の
「
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
ス

タ
ー
ト
す
る
元
年
と
し
て
位
置
付
け
、

「
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
」
を
市
政
運
営
の

基
本
と
し
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
は
、
白
石
と
い
う
場
所
に
住
み
、
そ

こ
で
生
活
を
営
む
市
民
一
人
ひ
と
り
が

経
済
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
お
い
て
も
、

精
神
的
、
知
的
成
長
に
お
い
て
も
、
決

定
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
う
こ

と
の
な
い
ま
ち
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く

こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
白
石
が
、

こ
れ
か
ら
の
国
際
化
、
情
報
化
、
ハ
イ

テ
ク
化
、
高
齢
化
に
適
切
に
対
応
で
き

る
こ
と
が
最
も
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
平
成
二
年
度
に
は
、
こ
れ

か
ら
先
、
早
急
に
解
決
を
迫
ら
れ
る
二

つ
の
大
き
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
地
方
の
時
代
」
、
「
文
化
の
時
代
」

に
お
け
る
地
方
行
政
の
大
き
な
役
割
は
、

ロ
ー
カ
ル
の
文
化
生
活
の
中
に
㎝
級
の

も
の
を
受
け
入
れ
る
環
境
を
つ
く
り
上

げ
、
大
都
市
と
地
方
の
「
広
義
の
精
神

生
活
」
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
．
そ
の
た
め
の
施

策
が
問
題
の
第
一
で
す
。

　
第
二
は
、
い
ま
大
き
く
変
貌
し
よ
う

と
し
て
い
る
本
市
の
産
業
構
造
の
問
題

で
す
。
こ
の
大
き
な
波
を
、
市
は
、
産

業
構
造
調
整
の
元
年
と
受
け
止
め
、
地

域
産
業
活
性
化
の
支
援
を
い
く
つ
か
の

施
策
を
通
じ
て
行
い
、
経
済
基
盤
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
。

　
私
は
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
確
実
に

浮
彫
り
に
さ
れ
て
き
た
こ
の
二
つ
の
問

題
の
解
決
を
主
題
と
し
な
が
ら
、
「
く

ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め

次
の
五
つ
を
重
点
事
業
と
し
、
全
力
を

あ
げ
て
そ
の
推
進
を
図
る
決
意
で
す
。

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
：
日

石
」
の
メ
イ
ン
と
な
る
、
一
年
中
泳
げ

る
市
民
温
泉
プ
ー
ル
及
び
ク
ア
ハ
ウ
ス

を
本
年
と
来
年
の
二
年
継
続
事
業
と
し

て
小
原
西
川
久
保
地
内
に
建
設
し
、
地

域
問
交
流
に
ふ
さ
わ
し
い
ゾ
ー
ン
に
い

た
し
ま
す
。

　
白
石
城
（
三
層
櫓
）
の
復
元
に
つ
い

て
は
、
二
年
度
中
に
櫓
跡
の
発
掘
調
査

を
行
い
基
本
構
想
を
完
了
し
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
建
設
に
着
手
し
て
お
り

ま
す
古
典
芸
能
伝
承
の
館
と
二
年
度
事

業
の
茶
室
を
建
設
し
、
そ
の
素
晴
ら
し

い
庭
園
を
ゆ
っ
た
り
と
鑑
賞
し
な
が
ら
、

誰
に
も
手
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

古
典
芸
能
を
伝
承
、
普
及
し
て
い
、
、
全

国
的
な
拠
点
と
い
た
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
コ
ー
ラ
ス
と
か
ソ
ロ
、
ト
リ
オ
の

よ
う
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
音
楽
等
の
発
表

の
場
と
し
て
も
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。　

こ
れ
ら
、
本
市
の
特
性
を
活
か
し
た

一
連
の
事
業
を
有
機
的
に
結
台
さ
せ
、

文
化
の
香
り
高
い
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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文
化
の
香
り
高
い

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

ま
ず
第
一
点
は
、
「
文
化
の
香
り
高

い
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

本
市
の
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
構
想

産
業
の
振
興

　
第
二
点
は
、
地
域
の
活
性
化
に
直
接

結
び
付
く
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
す
．
、

　
現
在
、
国
が
提
唱
し
て
い
る
産
業
構

造
変
革
は
、
内
需
主
導
型
経
済
へ
の
転

換
を
基
本
認
識
と
し
、
規
制
緩
和
に
よ

る
競
争
の
促
進
、
経
済
の
情
報
化
・
国

際
化
・
サ
ー
ビ
ス
化
、
新
規
産
業
の
創

出
、
研
究
開
発
の
重
視
、
国
際
化
に
ふ

さ
わ
し
い
農
政
の
推
進
を
、
そ
の
方
法

と
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
が
、
そ
れ
に
い
か
に
対
応
し
、

調
整
す
る
か
で
す
が
、
ま
ず
商
業
に
つ

い
て
は
、
市
内
中
小
企
業
者
の
大
規
模

小
売
店
進
出
対
策
と
し
て
、
店
舗
改
装

等
の
事
業
資
金
の
融
資
斡
旋
を
行
な
い
、

そ
れ
に
併
わ
せ
、
宮
城
県
信
用
保
証
協

会
が
債
務
保
証
を
引
き
受
け
た
場
合
、

当
該
保
証
料
を
市
が
補
給
し
、
事
業
者

の
経
費
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
稼
働
し
て
お
り
ま
す
白

石
駅
前
駐
車
場
の
使
用
料
の
一
部
を
、

白
石
商
工
会
議
所
を
通
じ
市
内
商
店
街

に
還
元
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
対
策
事

業
の
種
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
　
甲
螺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漏
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
婿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
次
に
、
工
業
関
係
で
は
、
東
北
自
動

車
道
白
石
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
、

蔵
王
町
と
協
力
し
て
広
域
農
工
団
地
約

十
九
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
造
成
し
、
優

良
企
業
の
誘
致
を
図
る
と
と
も
に
、
将

来
的
に
は
既
存
の
企
業
活
性
化
の
た
め

の
用
地
も
隣
接
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
、
広
域
農
工
団
地
の
県
か

ら
の
指
定
は
、
今
月
下
旬
と
な
る
予
定

で
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
す
が
、
ア

グ
ネ
ス
は
、
情
報
交
信
開
始
以
来
、
着

実
に
そ
の
実
績
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
昨
年
、
進
出
を
決
定
し

た
セ
コ
ム
ハ
イ
プ
ラ
ン
ト
の
植
物
工
場

生
産
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
先
端
技
術
を
ア

グ
ネ
ス
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
組
み
入
れ
、

農
村
地
域
の
情
報
化
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
県
の
事
業
で
あ
る
仙
南
広
域

農
道
西
線
整
備
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
、
農
林
産
物
の
流
通
改
善
を
進
め
な

が
ら
農
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
二
年
度
は
越
河
平

地
区
の
飲
雑
用
水
施
設
工
事
に
着
手
い

た
し
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
の
諸
施
策
を
展
開
し
、
本
市
の
経

済
基
盤
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

蔵
王
リ
ゾ
ー
ト
の
拠
点
づ
く
り

　
第
三
は
、
蔵
王
リ
ゾ
ー
ト
の
拠
点
づ

く
り
で
す
。

　
ま
ず
、
先
に
策
定
し
ま
し
た
蔵
王
リ

ゾ
ー
ト
地
区
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
元
年
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
、
白

石
市
、
川
崎
町
、
蔵
王
町
、
七
ケ
宿
町

の
実
状
、
環
境
に
合
っ
た
具
体
的
な
実

施
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　
次
に
、
永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

「
こ
け
し
館
」
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

個
性
あ
る
新
し
い
空
間
の
創
造
を
と
も

な
っ
た
も
の
を
建
設
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
二
年
度
は
、
「
こ
け
し
の
里

づ
く
り
」
基
本
構
想
策
定
の
委
託
料
と

し
て
百
万
円
を
計
上
、
三
年
度
は
基
本

計
画
を
策
定
し
、
六
年
度
に
は
施
設
を

完
成
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
貴
重
な
水
芭
蕉
の
群
生
地
を

保
護
す
る
と
と
も
に
、
森
林
浴
や
自
然

観
察
を
通
じ
て
自
然
と
親
し
ん
で
い
た

だ
く
「
水
芭
蕉
の
森
整
備
事
業
」
に
着

手
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
材
木
岩
周

辺
に
「
水
と
石
と
の
語
ら
い
の
公
園
」

を
整
備
す
る
ほ
か
、
七
ケ
宿
ダ
ム
右
岸

道
路
の
虎
岩
ト
ン
ネ
ル
付
近
に
、
駐
車

場
、
遊
歩
道
を
整
備
し
、
虎
岩
に
は
展

望
台
を
設
置
し
、
ダ
ム
を
一
望
で
き
る

よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
の
事
業
等
を
連
動
さ
せ
な
が
ら
、

蔵
王
山
麓
周
辺
を
広
域
的
に
捉
え
、
長

期
滞
在
型
の
国
際
的
な
リ
ゾ
ー
ト
の
拠

点
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

社
会
福
祉
事
業
の
推
進

　
第
四
は
、
社
会
福
祉
事
業
の
推
進
に

つ
い
て
で
す
。

　
ま
ず
、
白
石
陽
光
園
の
重
度
者
、
老

齢
者
を
中
心
と
し
た
新
更
生
施
設
「
白

石
寿
光
園
」
建
設
に
対
し
て
、
三
千
万

円
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
懸
案
の
ゼ
ロ
歳
児
保
育
事
業

で
す
が
、
二
年
度
か
ら
西
保
育
園
で
、

六
か
月
以
上
の
三
名
を
対
象
と
し
て
開

始
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
長
寿
杜
会
へ
の
対
応
と
し

て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
事
業
等
を
推
進
す
る
な
ど
、
高
福
祉

社
会
の
建
設
に
向
け
て
の
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
の
振
興

　
最
後
は
、
教
育
施
設
の
整
備
充
実
に

つ
い
て
で
す
。

　
白
石
中
学
校
も
、
今
月
末
に
は
全
工

事
が
完
了
し
ま
す
が
、
二
年
度
は
、
斎

川
小
学
校
の
校
舎
及
び
屋
内
体
育
館
の

建
設
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
の
生
涯
学
習
の
場

と
し
て
の
開
放
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
原
小
・
中
学
校
に
つ
い
て

も
、
三
年
度
か
ら
の
建
築
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
が
、
小
・
中
学
校
を
同
｝
地

内
に
建
設
す
る
た
め
に
、
現
在
の
小
学

校
敷
地
に
隣
接
す
る
土
地
を
取
得
し
、

地
質
調
査
を
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
が
主
要
な
施
策
の
概
要
で
す
が
、

そ
の
ほ
か
、
道
路
、
河
川
、
市
営
住
宅
、

下
水
道
等
の
都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
肝
要
で
す
。

　
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
」
を
目
指

す
た
め
、
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
仕
事
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
事
業
の
進
展
を
急
ぐ
あ
ま

り
、
財
政
の
破
綻
を
き
た
す
よ
う
な
こ

　
　
　
　
　
　
き
ゆ
う
じ
ん
　
　
　
　
　
い
つ
き

と
が
あ
れ
ば
、
九
初
の
功
を
一
簑
に

麟
く
恐
れ
な
し
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
確
固
た
る
財
政
基
盤
を
確
立

し
つ
つ
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
戦
略

計
画
と
長
期
財
政
計
画
を
組
み
合
わ
せ
、

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
、
議
会
の
ご
理
解

が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。

　
今
後
と
も
、
議
員
諸
賢
並
び
に
市
民

各
位
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
所
信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
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．
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く
ら
し
日
本
一
の

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

総
　
務
　
費

平
成
二
年
度

その他
945，340（9．6％）

　　　　　一

i市i：1：税Oi二二二二二：：

・：2：‘a4．9二，’9θ。窪二：

，・：羅9●．・1：％ジ

歳入
9，785，622

　　　千円

　　地方譲与税
　　　　289，346
　　　　（3．0％）

　　　　　　　＼
県支出金

426，281
（4．4％）磁

騒饗
　

難
㎜

躍
蕪
魍

　
市
民
温
泉
プ
ー
ル

　
　
　
　
建
設
工
事
に
着
手

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
「
ホ
ワ
イ
ト

プ
ラ
ン
」
に
も
と
づ
き
、
二
十
一
世
紀

を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
都

市
基
盤
の
整
備
、
生
活
環
境
の
整
備
な

ど
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
て
予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
歳
入
は
限
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
活

用
に
徹
し
、
経
費
の
節
減
に
努
め
る
一

方
、
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
に
よ
り
借

り
入
れ
を
行
っ
た
り
、
積
立
金
の
取
り

崩
し
な
ど
の
や
り
繰
り
を
し
て
財
源
の

確
保
に
務
め
て
お
り
ま
す
。

・
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
、
公

立
刈
田
綜
合
病
院
に
対
す
る
負
担
金
、

補
助
金
、
出
資
金
、
合
せ
て
二
億
三

百
八
十
万
円
。

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な

ど
交
通
安
全
対
策
費
一
千
九
百
七
十

二
万
円
。

・
七
ケ
宿
ダ
ム
自
然
休
養
公
園
出
え
ん

金
一
千
万
円
。

・
固
定
資
産
（
土
地
）
評
価
業
務
委
託

料
八
百
二
十
一
万
円
。

・
宮
城
県
議
会
議
員
な
ど
の
選
挙
執
行

経
費
一
千
三
十
六
万
円
。

生

な
ど
に
一
億
八
千
三
百
二
十
四
万
円
。

衛
　
生
　
費

・
老
人
医
療
に
係
る
老
人
保
健
特
別
会

計
繰
出
金
一
億
一
千
二
百
九
十
九
万

円
、
予
防
医
療
及
び
市
民
の
健
康
づ

く
り
推
進
費
な
ど
に
七
千
四
百
十
五

万
円
。

・
ご
み
・
し
尿
処
理
な
ど
に
係
る
仙
南

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金
と

し
て
二
億
一
八
千
三
百
六
十
万
円
。

民

費

労

　
歳
入
歳
出
予
算
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

働

費

・
白
石
寿
光
園
建
設
補
助
金
三
千
万
円
。

・
生
活
保
護
に
係
る
扶
助
費
一
億
九
百

二
十
九
万
円
、
精
神
薄
弱
者
施
設
入

所
措
置
費
等
一
億
三
千
九
百
五
十
七

万
円
。

・
身
体
障
害
者
施
設
入
所
措
置
費
、
特

別
障
害
者
手
当
な
ど
に
六
千
七
十
五

万
円
。

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
及
び
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
委
託
料
、
老
人
ホ
ー
ム
入
所

措
置
費
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
費
助
成

金
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
費
な

ど
に
二
億
四
千
八
百
三
十
万
円
。

・
児
童
手
当
、
乳
幼
児
・
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
及
び
母
子
福
祉
対
策
貸

付
金
、
保
育
園
・
児
童
館
の
運
営
費

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
及
び
働
く
婦
人

の
家
運
営
費
、
失
業
対
策
事
業
費
、

勤
労
者
の
福
祉
充
実
の
た
め
の
貸
付

金
な
ど
に
五
千
八
百
二
十
万
円

農
林
水
産
業
費

・
農
道
、
溜
池
の
改
修
、
維
持
補
修
な

ど
農
業
施
設
の
整
備
に
八
千
百
三
十

二
万
円
。

・
農
業
振
興
補
助
・
負
担
金
と
し
て
圃

場
整
備
事
業
な
ど
に
係
る
利
子
補
給

三
千
六
百
二
十
三
万
円
。
仙
南
グ

リ
ー
ン
ト
ピ
ア
推
進
関
係
費
、
農
業

祭
、
い
も
ち
病
防
除
補
助
金
と
し
て

七
百
四
十
四
万
円
。

。
農
村
総
合
モ
デ
ル
事
業
に
七
千
八
百

八
十
三
万
円
、
団
体
営
農
道
整
備
事

業
費
三
千
三
十
五
万
円
、
地
籍
調
査
、

転
作
の
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

七
千
百
七
十
八
万
円
。

・
畜
産
業
振
興
の
た
め
、
福
岡
三
住
、

不
忘
地
区
の
農
道
整
備
に
一
千
二
百

七
十
五
万
円
。

。
林
道
の
開
設
、
舗
装
、
新
林
業
構
造

改
善
事
業
、
市
行
造
林
な
ど
林
業
振

興
の
た
め
に
一
億
四
千
五
百
八
十
五

万
円
。

の
ほ
か
、
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
｝
千
六
百
四
十
四
万
円
。

・
白
石
駅
前
自
転
車
駐
車
場
建
設
負
担

金
三
千
三
百
十
万
円
。

・
こ
け
し
の
里
づ
く
り
事
業
調
査
委
託

料
・
白
石
ス
キ
ー
場
駐
車
場
整
備
工

事
・
御
廟
の
森
駐
車
場
舗
装
工
事
等
、

九
百
四
十
万
円
。

商

工

費

。
大
型
店
対
策
と
し
て
貸
付
金
等
五
千

二
百
二
十
四
万
円
。
中
小
企
業
経
営

資
金
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
貸
付

金
六
千
万
円
。
商
工
会
議
所
、
観
光

協
会
運
営
費
と
し
て
一
千
万
円
。

春
・
夏
ま
つ
り
補
助
金
三
百
万
円
、

全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
及
び

う
ー
め
ん
ま
つ
り
負
担
金
三
百
万
円

木
　
費

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
三
億

四
千
三
十
四
万
円
。

・
公
営
住
宅
建
設
事
業
費
と
し
て
岩
崎

地
内
に
十
二
戸
分
一
億
二
千
三
百
七

十
四
万
円
。

シ肖

防

費

土
・
寿
山
線
の
歩
道
設
置
を
は
じ
め
と
す

る
道
路
、
橋
梁
な
ど
の
新
設
、
改
良
、

維
持
補
修
費
と
し
て
四
億
四
千
六
百

七
十
六
万
円
。

・
中
河
原
白
石
沖
線
街
路
事
業
及
び
、

多
目
的
広
場
・
駐
車
場
等
の
整
備
を

行
う
白
石
川
緑
地
事
業
に
二
億
九
千

三
百
三
十
三
万
円
。

。
非
常
備
消
防
費
、
動
力
ポ
ン
プ
積
載

車
、
火
の
見
櫓
、
貯
水
槽
新
設
工
事

な
ど
に
八
千
百
三
十
万
円
。

・
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担

金
と
し
て
二
億
二
千
四
百
二
十
二
万

円
。

教
　
育
　
費

・
斎
川
小
学
校
校
舎
・
体
育
館
の
建
設

な
ど
に
六
億
三
千
七
百
四
十
八
万
円
。

災害復1日費115，701（1．2％）

小
・
中
学
校
の
教
材
・
備
品
及
び
学

校
等
の
改
良
補
修
に
九
千
二
百
五
万

円
。

・
古
典
芸
能
伝
承
の
館
建
設
費
二
億
四

百
十
六
万
円
、
白
石
城
復
元
関
係
費

に
一
千
四
百
五
十
万
円
、
市
民
温
泉

プ
ー
ル
建
設
費
に
六
億
八
百
三
十
五

万
円
、
公
民
館
な
ど
の
社
会
教
育
関

係
に
一
億
八
千
百
十
一
万
円
。
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災
害
復
旧
費

・
元
年
度
災
害
の
復
旧
費
と
し
て
農
林

業
施
設
・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

に
一
億
一
千
五
百
七
十
万
円
。

公
　
債
　
費

・
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
及
び
一
時
借

入
金
に
係
る
元
金
、
利
子
返
済
金
八

億
八
百
十
四
万
円
。

計一一会別轡特
》国民健康保険特別会計

　　　20億9，577万2千円

　　　（対前年度比　3，993万5千円増

〉下水道事業特別会計

　　　12億2，337万9千円

　　　（対前年度比　2，403万5千円増

〉地方卸売市場事業特別会計

　　　2，502万1千円

　　　（対前年度比　45万1千円減

〉老人保健特別会計

　　22億4，320万6千円
　　（対前年度比　2億7，255万9千円増

〉水道事業会計

収益的収入　7億4，126万8千円

収益的支出　6億6，833万2千円

資本的収入　1億8，663万8千円

資本的支出　3億9，584万4千円

歳出
9，785，622

　　　千円

　商工費　　議会費
　262，582　191，189（2，0％）
　（2．7％）　　　　　　　＼

消防費
329，641（3．4％）

衛生費
631，516

（6．4％）
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レ

鯵

鴫
・

娩
露
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．
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黛
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灯

∠
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員
グ
靴

片
倉
氏
の
白
石
入
城

　
片
倉
景
綱
が
伊
達
政
宗
か
ら
白
石
城

を
賜
り
刈
田
郡
の
地
に
領
地
ニ
ニ
O
O

貫
文
を
拝
領
し
た
の
は
慶
長
七
年
（
一

六
〇
二
）
十
二
月
で
、
日
は
明
ら
か
で

な
い
。

　
『
片
倉
代
々
記
』
に
よ
れ
ば
、
景
綱

は
当
時
病
中
で
移
る
こ
と
が
で
き
ず
、

神
宮
寺
村
（
亘
理
町
神
宮
寺
）
に
一
時

滞
留
越
年
し
た
。
そ
こ
で
嫡
子
重
長
及

び
家
中
の
者
は
刈
田
郡
宮
村
（
蔵
王
町

h
　
，

季

宮
）
を
経
て
慶
長
八
年
二
月
八
日
白
石

城
に
入
城
し
た
。

　
病
中
の
景
綱
は
そ
の
ま
ま
神
宮
寺
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
慶
長
十
年
四
月
以

降
に
白
石
に
入
っ
た
ら
し
い
。
だ
が
、

こ
れ
に
は
異
説
が
あ
る
。
景
綱
が
白
石

城
移
転
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
は
七
年
十
二

月
晦
日
で
、
後
任
者
伊
達
成
実
に
亘
理

城
を
即
日
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
大
急
ぎ
移
動
の
準
備
を
し
て
、

一　．．独　　｝　　 ・一卿りごノ　距・噂一一

編ゴ・』
ヒ，’一

差
置
　
断
．

　
n
兜

町
麩
説
，
一
勇

7
．
ぞ
　
　
，

乳蟹、
瓢

　
溜

や
っ
と
間
に
合
わ
せ
た
。
そ
し
て
、
神

宮
寺
村
か
ら
箕
輪
峠
を
越
す
予
定
で
あ

っ
た
が
途
中
降
り
だ
し
た
大
雪
の
た
め

峠
越
え
が
で
き
ず
、
神
宮
寺
の
三
品
忠

吉
家
を
借
り
て
略
儀
の
越
年
を
す
ま
せ
、

重
長
ら
は
二
日
に
白
石
に
向
か
っ
た
と

い
う
（
『
亘
理
町
史
』
）
。

　
『
治
家
記
録
』
に
成
実
へ
亘
理
を
下

賜
さ
れ
た
日
付
が
十
二
月
晦
日
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
の
説
だ
が
あ
ま
り

急
で
事
実
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
亘
理
か
ら
白
石
に
直
行
せ
ず

宮
村
内
方
の
佐
藤
九
郎
右
衛
門
方
に
入

っ
た
の
は
方
角
や
、
日
の
吉
凶
を
選
ぶ

風
習
の
た
め
と
言
わ
れ
て
い
る
が
（
『
老

翁
聞
書
』
）
、
こ
れ
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
今
は
す
た
れ
た
が
白
石
地
方
に
は
十

二
月
八
日
、
田
楽
豆
腐
を
食
う
古
い
習

俗
が
あ
り
、
「
お
厄
介
豆
腐
」
と
呼
ん

だ
。
こ
の
由
来
は
年
末
多
忙
の
際
に
、

亘
理
の
村
民
に
厄
介
に
な
っ
た
と
し
て

片
倉
家
が
豆
腐
を
贈
っ
た
と
い
う
古
事

に
よ
る
も
の
と
伝
え
て
い
る
。

　
重
長
ら
は
城
を
預
か
っ
て
い
た
石
川

昭
光
か
ら
引
き
継
ぎ
を
受
け
て
入
城
、

白
石
城
攻
め
で
焼
け
残
っ
た
屋
敷
な
ど

を
接
収
し
た
。

　
片
倉
氏
が
入
っ
た
こ
ろ
の
白
石
城
の

規
模
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
中
世
的
城

館
の
規
模
し
か
持
た
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
白
石
城
を
近
世
式
の
平
山
城
に
仕

立
て
た
の
は
蒲
生
郷
成
で
あ
ろ
う
．
．
後

世
の
史
料
で
あ
る
が
蒲
生
郷
成
が
大
櫓

以
下
を
再
築
し
た
（
「
白
石
古
事
記
」
）

と
い
う
伝
承
は
信
ず
べ
き
価
値
が
あ
る
。

蒲
生
郷
成
の
在
城
期
問
は
わ
ず
か
四
年

間
で
あ
っ
た
が
、
石
高
査
定
・
城
修
築
・

町
の
縄
張
り
な
ど
現
在
の
城
下
白
石
の

原
型
が
こ
の
こ
ろ
造
ら
れ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
郷
成
は
後
に
須
賀
川
に
移

り
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
こ
ろ
白

石
城
は
破
却
さ
れ
た
と
い
う
。
（
福
島

県
史
）

　
慶
長
八
年
片
倉
氏
の
入
城
後
、
白
石

城
整
備
が
ど
ん
な
具
合
に
行
わ
れ
た
か

は
わ
か
ら
な
い
。
こ
と
に
景
綱
が
病
気

快
復
し
て
白
石
に
入
っ
た
の
が
同
十
年

春
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
整
備
さ

れ
た
と
し
て
も
そ
れ
以
後
の
こ
と
で
あ

ろ
・
つ
。

　
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
武
家
諸

法
度
に
よ
っ
て
一
国
一
城
制
が
定
め
ら

れ
た
が
仙
台
藩
に
限
っ
て
こ
の
城
が
特

別
に
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
法

度
で
城
の
修
築
な
ど
厳
重
に
制
限
さ
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
白
石
城
の
規
模

は
ほ
ぼ
慶
長
末
年
ま
で
の
間
に
で
き
あ

が
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
（
『
白
石
市
史
』
よ
り
）

白
石
城
の
復
元

　
昭
和
六
十
三
年
度
に
策
定
し
た
白
石

市
第
三
次
総
合
計
画
の
中
に
白
石
城

（
三
階
櫓
）
の
復
元
計
画
を
一
本
の
柱

と
し
て
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
先
生

方
へ
復
元
に
要
す
る
調
査
の
委
託
や
、

復
元
基
金
条
例
の
制
定
等
を
し
て
復
元

計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
復
元
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
か
ら

多
大
の
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
白
石
城
に
関
す
る
設
計
図
、
覚
書
、

修
理
の
際
の
仕
様
書
や
解
体
前
の
写
真

や
絵
図
な
ど
の
資
料
が
あ
れ
ば
、
正
確

に
復
元
で
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
資

料
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
左
の
と

こ
ろ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
白
石
市
教
育
委
員
会
教

育
課

　
智
二
五
ー
二
一
一
一
（
内
線
）
四
一
一

第
三
十
四
回
全
国
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
山
大
会
に
つ
い
て

蔵
王
今
昔
…
⑦

　
仙
台
と
山
形
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
笹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
や
　
む

谷
街
道
の
峠
は
、
古
く
か
ら
「
有
耶
無

や耶
の
関
」
と
呼
ば
れ
、
古
歌
に
詠
ま
れ

た
名
所
（
歌
枕
）
と
し
て
も
有
名
で
す
。

「
有
耶
無
耶
」
に
つ
い
て
は
「
山
形
市

の
関
山
に
通
行
人
を
捕
え
て
食
べ
る
鬼

が
住
ん
で
い
た
。
人
々
は
こ
の
鬼
を
恐

れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
観
音
様
の
化
身
し

た
鳥
が
現
わ
れ
、
鬼
が
い
る
と
き
に
は

　
あ
り
　
や

『
有
耶
・
有
耶
』
、
い
な
い
と
き
に
は

　
な
し
や

『
無
耶
・
無
耶
』
と
鳴
い
て
教
え
て
く

れ
た
」
そ
れ
で
「
有
耶
無
耶
」
と
い
う

名
が
つ
い
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
峠
で
は
、
戦
国
時
代
に
伊
達
政

　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
じ

宗
と
最
上
義
光
の
軍
が
対
峙
す
る
な
ど

伊
達
・
最
上
両
藩
に
と
っ
て
は
、
軍
事

的
要
所
で
あ
り
ま
し
た
。

　
伊
達
藩
は
、
峠
付
近
に
東
国
山
千
住

寺
を
建
立
し
、
旅
人
の
安
全
を
祈
願
す

る
と
と
も
に
、
他
藩
の
動
静
を
監
視
し

て
お
り
、
こ
れ
は
最
上
藩
に
と
っ
て
大

き
な
圧
力
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

　
蔵
王
に
関
係
す
る
重
要
な
も
の
の
一

つ
に
良
質
で
豊
富
な
水
が
あ
り
ま
す
。

　
川
崎
町
の
縄
文
遺
跡
の
大
部
分
が
、

前
川
流
域
に
集
ま
っ
て
い
る
の
も
、
・
現

在
、
釜
房
ダ
ム
・
七
ケ
宿
ダ
ム
の
水
を

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
水
源
も
蔵

王
で
す
。

　
白
石
和
紙
は
江
戸
時
代
に
は
約
三
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

戸
の
農
家
で
、
冬
季
の
副
業
と
し
て
瀧

い
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
伊
達
藩
の
推
奨
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
和
紙
の
原
料
で
あ
る
コ
ウ

ゾ
（
楮
）
の
成
育
に
水
質
や
土
質
が
適

し
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
し
ょ
う
。

コ
ウ
ゾ
の
根
に
は
、
毒
水
が
あ
り
、
ミ

ミ
ズ
が
住
め
な
い
の
で
、
モ
グ
ラ
が
寄

り
つ
か
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
堤
防
に

コ
ウ
ゾ
を
植
え
、
和
紙
の
原
料
と
す
る

一
方
、
洪
水
か
ら
人
々
を
守
る
堤
防
の

保
護
に
も
役
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
冬
期
間
の
乾
燥
し
た
西
風
は
、

和
紙
の
乾
燥
を
早
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
蔵
王
は
有
形
無
形
の

無
限
の
財
産
を
人
々
に
与
え
続
け
て
き

て
い
ま
す
。

　
今
、
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
・
ハ
イ
ラ

イ
ン
は
、
私
た
ち
に
蔵
王
の
壮
大
な
景

観
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
見
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
反
面
、
樹
氷
に
変
身
す
る
ア

オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
を
中
心
に
樹
木
の
枯

死
し
て
い
る
姿
も
目
に
つ
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ブ
ナ
の
乱
伐
は
、
水
質
の

低
下
の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
「
ふ
る
さ
と
の
山
・
蔵
王
」

を
私
た
ち
の
手
で
傷
つ
け
て
い
る
の
も

事
実
で
す
が
、
蔵
王
と
い
う
自
然
を
保

護
す
る
何
ら
か
の
手
だ
て
を
施
す
最
後

の
機
会
が
今
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
全
国
の
感
受
性
の
豊
か
な
高
校
生
に
、

蔵
王
の
自
然
の
豊
か
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
…
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
大

会
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

八
月
一
日
～
四
日

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
登
山
大
会

　
第
三
十
四
回
全
国
高
等
学
校
登
山
大

会
開
会
式
が
、
白
石
川
緑
地
陸
上
競
技

場
（
雨
天
の
場
合
は
中
央
公
民
館
）
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
か
ら
集
う
高
校
生
を
あ
た
た
か

く
迎
え
、
本
大
会
の
成
功
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　
登
山
大
会
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
体
育
振
興
係
雪
二
五
－
二
一
一
一

（
内
線
）
四
一
六
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議

快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

　
　
　
　
　
水
洗
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
に
公
共
下

水
道
が
供
用
開
始
と
な
り
、
水
洗
化
が

進
む
に
つ
れ
て
、
ま
ち
の
中
を
流
れ
て

い
る
沢
端
川
な
ど
の
水
も
次
第
に
き
れ

い
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
水
を
汚
染
し
て
い
る
主
な
原
因
は
、

私
た
ち
の
生
活
排
水
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
環
境
の
破
壊
を
防
ぐ
た
め
に
も
排

水
設
備
（
水
洗
化
）
の
設
置
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

『
下
水
道
』
供
用
開
始
か
ら

　
　
　
　
も
う
す
ぐ
三
年

　
公
共
下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
た
区

域
は
、
法
律
に
よ
っ
て
「
三
年
以
内
」

に
排
水
設
備
（
水
洗
化
）
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
に
供
用
を

開
始
し
た
宅
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
三

年
三
月
三
十
一
日
で
設
置
義
務
期
問
の

三
年
が
経
過
し
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
未
設
置
者
は
法
律
に
よ

る
規
制
を
受
け
る
ほ
か
、
無
利
子
の
改

造
資
金
の
融
資
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
指
定
店
で
も
急
に
工
事

依
頼
を
受
け
て
も
す
ぐ
に
対
応
で
き
ま

せ
ん
。

　
排
水
設
備
の
設
置
工
事
依
頼
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
し
、
設
置
義
務
期
間
内
に

完
全
設
置
す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

下
水
道
事
業
受
益
者

　
　
　
　
　
負
担
金
説
明
会

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
と
、
下

水
道
供
用
開
始
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

次
の
日
程
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
該
当
す
る
方
に
は
通
知
い
た

し
ま
す
が
、
都
合
に
よ
っ
て
当
日
出
席

で
き
な
い
方
は
、
最
寄
り
の
会
場
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
費
二
五
－
二

二
一
（
内
線
）
二
五
一
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平成2年度　下水道事業受益者負担金賦課に伴う説明会日程

参集範囲1行政区等1場会時間月日

福岡長袋・沖・山ノ下福岡公民館午後7時4月17日

郡山郡山研修センクー午後7時4月18日

南町、西壁岡，新舘町、沢目、堂場前市役所大会議室午後7時4月19日

本郷第三、本郷弔四本郷第三区民会館午後7時4月20日

7
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、
全
総

叢
懸
、
欝

　
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

が
、
四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十

日
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
県
民
　
人
ひ
と
り
に

交
通
安
全
の
知
識
を
普
及
し
、
交
通
安

全
思
想
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
関
係
機
関
、
関
係
団
体
な
ど
県
民
総

参
加
に
よ
る
交
通
安
全
運
動
を
強
力
に

推
進
し
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
、
安

全
な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
、
歩
行
中
・
自

㌧

一ヂニ

㌔
、

　
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

②
若
年
運
転
者
に
よ
る

　
　
　
　
　
無
謀
運
転
の
防
止

③
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
一

　
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
徹
底

④
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

　
　
　
　
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上一25

　
い
ち
に
ち
ひ
と

　
一
日
一
安
全
運
動

　
市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
・
職

場
・
学
校
あ
る
い
は
家
庭
に
お
い
て
、

少
な
く
と
も
一
日
一
回
は
交
通
安
全
に

つ
い
て
考
え
、
声
か
け
を
し
、
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全

　
　
　
ふ
れ
あ
い
広
場

白石市の交通事故

傷者
（人

死者
1人

生
数

発
件

区分
年

1282102平成元年

1534132日召和63年

一2一30減増

⊂
と
き
　
4
月
1
5
日
印
1
！
時
ー
1
5
時

：
と
こ
ろ
　
J
R
白
石
駅
前
広
場

：
県
警
音
楽
隊
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　
　
白
石
一
小
前
（
1
1
時
）
ー
中
町
ー

　
　
　
J
R
白
石
駅
前

・
・
県
警
音
楽
隊
ド
リ
ル
演
奏

　
　
1
1
時
3
0
分
ー

　
　
駅
前
交
通
安
全
ふ
れ
あ
い
広
場

○
交
通
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
・
文
房
具
類
・
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト

　
・
う
ー
め
ん
の
店

　
・
こ
け
し
・
玩
具
の
実
演

、
・
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
電
話
作
戦

一
ロ
ー
チ
ビ
ッ
子
の
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー

　
　
　
　
　
安
全
運
転
競
技
会

○
交
通
事
故
パ
ネ
ル
展

※
駐
車
場
は
、
駅
北
側
の
市
営
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
は
無
料
で
す
。

　
冒

　駿も茜窟癒豊ロ

マウー7轡7鼠筐

　　●●

ぜヤせ　ヤ　　　アヨ

　
入
学
（
園
）
児
を

　
　
交
通
事
故
か
ら

　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
間
も
な
く
う
れ
し
い
新
入
学
（
園
）

で
す
。

　
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
入
学

（
園
）
前
に
通
学
（
園
）
路
を
子
ど
も

と
い
っ
し
ょ
に
歩
き
、
交
通
安
全
に
つ

い
て
し
っ
か
り
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
子
ど
も
の
姿
を
見

か
け
た
ら
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
《

子
ど
も
の
事
故
の
特
徴

①
自
宅
付
近
の
道
路
で
遊
ん
で
い
る
と

　
き
事
故
に
あ
っ
て
い
る
。

②
夕
方
に
多
く
発
生
し
て
い
る
。

③
子
ど
も
の
と
び
出
し
が
事
故
を
誘
発

　
し
て
い
る
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

　
　
と
び
出
し
事
故
の
防
止
を

①
子
ど
も
を
早
期
発
見
し
、
動
き
に
注

　
意
す
る
こ
と
。

②
横
断
歩
道
へ
は
、
減
速
態
勢
で
接
近

　
す
る
こ
と
。

③
駐
停
車
中
の
車
両
の
側
方
は
、
徐
行

　
し
て
通
過
す
る
こ
と
。

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

①登校時や学校から帰り遊

　びなどに出かけるときに
　一声かける。

霞
　
　
　
～
　
瓶

．
・
，

　
▼

②通学（園）路を子どもと一

　緒に点検、指導（信号の見

　方、道路の渡り方）する。

③子どもを道路では絶対に

　遊ばせないo

バ
　＼趣

全
国
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

〔
子
ど
も
か
ら
の
募
集
〕

　
心
に
も
つ
け
よ
う
正
し
い

　
　
　
　
　
し
ん
ご
う
き

轡、伽苧・摯學學し恥馬、嚇学砺㌔伊嚇帰脇
　　　　　　　　　　　　　　　、ヂ

大
型
店
対
策
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
融
資
制
度
発
足

　
白
石
市
内
に
進
出
の
予
定
さ
れ
て
い

る
大
型
店
に
つ
い
て
は
、
現
在
『
商
業

活
動
調
整
協
議
会
』
が
、
売
場
面
積
や

開
店
時
期
等
の
調
整
項
目
を
審
議
し
て

い
ま
す
。

　
大
型
店
の
進
出
に
よ
り
影
響
を
受
け

る
お
そ
れ
の
あ
る
商
業
者
を
対
象
に
、

店
舗
改
装
等
に
要
す
る
設
備
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
を
行
う
た
め
、
本
市
で
は

融
資
制
度
の
規
則
を
制
定
い
た
し
ま
し

た
。こ

制
度
の
内
容

　
・
店
舗
の
新
築
・
増
築
・
改
築
ま
た

　
　
は
、
移
築
に
よ
り
施
設
の
近
代
化

　
　
が
図
ら
れ
る
設
備
資
金
と
す
る
。

・
，
融
資
機
関

　
・
市
の
指
定
金
融
機
関
で
あ
る
七
十

　
　
七
銀
行
白
石
支
店
・
仙
台
銀
行
白

　
　
石
支
店
・
徳
陽
相
互
銀
行
白
石
支

　
　
店
・
仙
南
信
用
金
庫
本
店
・
仙
南

　
　
信
用
金
庫
駅
前
支
店
と
す
る
。

ぎ
“
図
ぜ
え
“
〆
げ
げ
・
ず
配
げ
ζ
“
虻
『
、
鯉
・
“
ノ
“
ど
“
μ
・
“
ぎ
ず
イ
げ
ゴ
，
“
ご
ぜ
・
ダ
ゼ
！
・

　
　
　
紙
上
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す

　
生
活
基
盤
の
整
備
や
教
育
施
設
の
整

備
等
の
た
め
、
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
佐
藤
登
喜
夫
氏
・
山
根
敏
雄
氏
・
㈱

遊
佐
組
取
締
役
社
長
遊
佐
正
氏
・
佐
藤

絶
5
5
く
ぢ
ε
詳
3
5
謡
5
5
’
言
ゾ
曇
¢
を
5
5
5
5
5
5
尋
5
長
ぐ
》
記
5
ξ
5
彰
5
5
ピ
ぜ
魯

○
融
資
対
象

　
　
・
一
年
以
上
市
内
に
居
住
し
、
同
一

　
　
の
事
業
を
営
み
、
前
年
度
分
ま
で

　
　
の
市
税
を
完
納
し
、
事
業
内
容
が

　
　
堅
実
な
事
業
者
と
す
る
。

C
融
資
条
件

　
　
・
［
事
業
者
に
つ
き
二
千
万
円
以
内

　
　
・
償
還
期
問
は
二
十
年
以
内

一
“
保
証
料
の
補
給

　
　
・
宮
城
県
信
用
保
証
協
会
が
債
務
保

　
　
証
を
引
き
受
け
た
場
合
は
、
融
資

　
　
を
受
け
た
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

　
　
た
め
、
保
証
料
を
市
が
補
給
す
る
。

○
融
資
申
込
期
間

　
　
・
平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
五

　
　
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
三
年
間

　
　
と
す
る
。

　
詳
し
く
は
、
指
定
金
融
機
関
窓
口
、

白
石
商
工
会
議
所
ま
た
は
、
市
商
工
観

光
課
費
二
五
ー
二
一
一
一
（
内
線
）
三

　
一
一
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

」

可
ご
『
で
“
ズ
げ
臼
ギ
ど
｝
サ
『
μ
印
“
を
》
〆
を
望
》
・
“
『
を
μ
争
望
ぎ
ン
・
“
イ
ず
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塑

旭
一
氏
・
佐
藤
容
子
氏
・
杉
の
子
母
親
瀕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ク
ラ
ブ
代
表
佐
々
木
と
し
子
氏
・
齋
藤
瀞

建
設
㈱
社
長
齋
藤
昭
氏
．
志
村
安
男
轟

氏
・
ラ
イ
オ
ン
商
事
高
橋
定
男
氏
・
匿
覇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱

第
二
・
第
四
土
曜
日

　
閉
庁
に
伴
う
市
民
課
の

　
　
　
窓
ロ
業
務
に
つ
い
て

　
第
二
土
曜
日
と
第
四
土
曜
日
は
、
市

役
所
が
閉
庁
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
市

民
課
の
窓
口
業
務
も
休
み
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
戸
籍
に
関
す
る
届
出
、
出

生
届
、
婚
姻
届
、
死
亡
届
（
埋
火
葬
許

可
を
含
む
）
な
ど
の
受
付
事
務
は
、
日

曜
日
や
祝
日
と
同
じ
よ
う
に
、
一
階
宿

直
室
（
警
備
員
室
）
で
行
い
ま
す
。

　
届
出
の
際
は
『
届
出
人
の
印
鑑
』
を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
戸
籍
謄
・
抄
本
、
住
民
票
、
印
鑑
証

明
、
年
金
受
給
者
現
況
届
な
ど
の
請
求

は
、
市
役
所
の
開
庁
日
に
市
民
課
、
ま

た
は
、
各
事
務
連
絡
所
の
窓
口
で
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
に
よ
る
請
求

　
都
合
に
よ
り
来
庁
で
き
な
い
方
は
、

郵
便
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
印
鑑
証

明
関
係
を
除
き
、
郵
便
に
よ
る
請
求
に

も
応
じ
ま
す
。
．

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〒
九
八
九
I
O
二

　
白
石
市
大
手
町
一
番
一
号

　
　
白
石
市
市
民
課
市
民
係

　
　
倉
〇
二
二
四
－
二
五
－
二
一
一
一

　
　
　
　
（
内
線
）
二
一
…
・
二
一
一
四

　
福
岡
長
袋
字
岩
崎
地
内
に
、
全
天
候

型
、
硬
式
・
軟
式
兼
用
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
四
面
（
サ
ン
ド
入
人
工
芝
仕
様
）
が

完
成
し
、
四
月
一
日
か
ら
使
用
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
本
市
が
企

業
誘
致
活
動
を
推
し
進
め
た
結
果
、
数

多
く
の
企
業
が
立
地
し
、
操
業
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
実
績
に
よ
り
、

通
商
産
業
省
所
管
の
「
工
業
再
配
置
促

進
費
補
助
事
業
の
認
定
を
受
け
、
設
置

し
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
遊
園
施

設
等
を
併
設
し
、
岩
崎
公
園
と
し
て
の

整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
課
曾
二
五
i
二
一
一
一
（
内

線
）
二
四
三
・
二
四
四
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
料

　
　
一
時
問
一
面
…
…
…
三
〇
〇
円

　
　
　
市
内
居
住
者
・
市
内
勤
労
者
以

　
　
　
外
の
方
の
使
用
料
は
、
二
倍
と

　
　
　
な
り
ま
す
。

　
　
岩
崎
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ー
　
　
オ
ー
プ
ン
記
念
模
範
試
合

，
　
　
テ
ニ
ス
教
室
開
催
に
つ
い
て

－
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念

。
し
て
、
軟
式
・
硬
式
テ
ニ
ス
の
有
名
選

　手によ

る
模
範
試
合
と
テ
ニ
ス
教
室
キ
．

　
開
催
し
ま
す
．

　
　
ラ
ケ
ソ
ト
を
持
っ
て
お
集
ま
り
く
だ

　
さ
い
．
、

　
一
『
日
時
　
四
月
十
五
日
卿
　
九
時
～

　
こ
場
所
　
岩
崎
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　
　
　
　
（
福
岡
長
袋
字
岩
崎
地
内
｝

　
こ
持
参
す
る
も
の

　
　
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ

　
　
た
だ
し
、
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
し

　
ま
す
が
、
小
雨
程
度
の
場
合
は
実
施
し

　
ま
す
。

、
問
合
せ
先
費
二
四
－
四
五
六
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
ま
で

夢



鯵

知
っ
て
い
ま
す
か
「
土
地
基
本
法
」

土
地
は
限
り
あ
る
資
源

　
　
　
み
ん
な
で
活
か
し
豊
か
な
未
来

今
月
は
、
「
土
地
月
間
」
で
す
。

平
成
元
年
謄
月
2
2
日
か
ら
「
土
地
基
本

法
」
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
土
地
基
本
法
」
と
は
、
次
の
よ
う
な

考
え
方
を
規
定
し
た
も
の
で
す
。

巾
土
地
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
が
優

先
し
ま
す

　
土
地
は
、
現
在
だ
け
で
な
く
将
来
の

国
民
に
と
っ
て
も
限
り
の
あ
る
貴
重
な

資
源
で
す
。
国
民
の
生
活
や
仕
事
に
と

っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
ま
た
、
あ
る
人
の
土
地
の
利
用
の

仕
方
は
周
囲
の
入
達
に
大
き
な
影
響
を

与
え
み
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
土
地
の

価
格
は
道
路
や
鉄
道
の
整
備
な
ど
に
よ

っ
て
変
わ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
土
地
は
、
「
公
共
」

の
利
害
に
密
接
に
関
係
す
る
特
性
を
持

っ
て
い
ま
す
－
、

　
こ
の
た
め
、
土
地
に
つ
い
て
は
公
共

の
福
祉
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
土
地
の
取
得
、
利
用
、
処
分
に

当
た
っ
て
は
、
公
共
の
福
祉
の
た
め
に

土
地
の
特
性
に
応
じ
た
制
限
や
負
担
が

課
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

回
土
地
は
適
正
に
、
か
つ
計
画
に
従
っ

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
土
地
は
周
囲
の
土
地
利
用
の
状
況
を

始
め
と
す
る
そ
の
地
域
の
諸
条
件
に
応

じ
て
適
正
に
利
用
さ
れ
て
こ
そ
国
民
の

利
益
を
増
進
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
お
互
い
の
土
地
利
用
が
対
立

し
た
り
、
地
域
の
土
地
利
用
が
混
乱
し

た
り
す
る
こ
と
を
避
け
て
適
正
で
台
理

的
な
土
地
利
用
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

土
地
利
用
に
つ
い
て
の
計
画
を
作
り
、

土
地
の
利
用
は
そ
の
計
画
に
従
っ
て
行

わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑥
投
機
的
な
土
地
取
り
引
き
は
行
わ
れ

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
土
地
が
、
将
来
他
の
人
へ
売
っ
て
儲

け
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
取
り
引

き
さ
れ
る
と
、
仮
需
の
増
加
や
高
値
取

引
の
横
行
に
よ
り
地
価
が
高
騰
し
た
り
、

土
地
が
な
か
な
か
利
用
さ
れ
ず
に
土
地

が
遊
休
化
す
る
と
い
っ
た
弊
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
土
地
が
投
機
の
対
象
と

し
て
取
引
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
の
で
す
。

＠
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
に
応
じ
て

適
切
な
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
．
、

　
土
地
の
価
値
は
、
道
路
や
鉄
道
の
整

備
や
、
そ
こ
に
建
て
る
こ
と
の
出
来
る

建
物
の
大
き
さ
や
高
さ
な
ど
に
関
す
る

規
則
、
そ
の
地
域
に
産
業
や
人
口
が
集

ま
っ
て
き
た
り
と
い
っ
た
外
部
的
な
原

因
に
よ
っ
て
値
上
が
り
す
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
土
地
の
価
値
の
増
加
は

社
会
へ
還
元
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
価
公
示
価
格
と
は
、

　
毎
年
4
月
に
国
土
庁
か
ら
発
表
さ
れ

る
、
標
準
的
な
土
地
の
（
こ
の
土
地
を

標
準
地
と
言
い
ま
す
）
価
格
で
す
．
、
こ

の
価
格
を
、
み
な
さ
ん
の
土
地
売
買
の

時
の
目
安
と
し
て
下
さ
い
。

　
地
価
公
示
価
格
や
、
そ
の
周
辺
の
状

況
な
ど
を
細
か
く
記
載
し
た
書
面
は
、

市
役
所
秘
書
企
画
課
に
、
宮
城
県
内
の

も
の
が
全
部
そ
ろ
え
て
あ
り
、
だ
れ
で

も
簡
単
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

無
料
相
談
会
へ
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　
曲
日
本
不
動
産
鑑
定
協
会
が
、
4
月

に
全
国
の
都
道
府
県
庁
所
在
地
な
ど
で
、

土
地
の
評
価
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料
相

談
会
を
開
き
ま
す
。

　
開
催
場
所
、
開
催
日
時
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
宮
城
県
企
画
部
土
地
対
策
課

（
費
〇
二
二
－
二
一
一
－
二
四
四
四
）

ま
た
は
同
協
会
地
域
会
（
燈
〇
二
二
－

二
二
五
ー
六
二
七
五
）
に
お
た
ず
ね
下

さ
い
．
、

地
価
公
示
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、

市
役
所
秘
書
企
画
課
企
画
係

　
盤
二
五
－
二
二
一
内
線
三
三
三
へ
。

　　　ザ　「　瓢　　　　　　褐

恥
，

翻γ

q
ト

F
、
、

　
水
道
庁
舎
と
奥
州
街
道
ふ
れ
あ
い
の

館
を
、
旧
郵
便
局
跡
地
に
建
築
し
て
い

ま
し
た
が
、
完
成
い
た
し
ま
し
た
の
で

四
月
か
ら
新
庁
舎
へ
移
転
し
業
務
を
行

い
ま
す
。

○
移
転
先

　
白
石
市
城
北
町
四
番
六
号

　
　
（
白
石
消
防
署
の
隣
）

…
水
道
事
業
所
の
電
話
番
号
は
　
…

…
　
　
二
五
－
五
五
ニ
ニ
で
す
。
剛

i
　
｝
－
，

、
　
錬

量
購
警
叢

　
驚

　
　
　
図
　
～

呼
レ
誌
．

　
二
、

搾
墾

卑
蒙
、
も

イ
，
翼

　
　
聲

　
　
謝

　
　
一
覧
甲

一
愚
　
　
『

　
甑

、
　
畑

濁
欝τ鶴

上
・
下
水
道
使
用
料
の

　
納
入
方
法
が
一
本
化

珊鱈』

　
上
・
下
水
道
の
使
用
料
は
、
上
水
遭

料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
（
下
水
道

使
用
者
の
み
）
は
、
別
ん
、
に
納
入
し
で
、

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
四
月
分
か

ら
は
、
上
・
下
水
道
使
用
料
と
し
て
納

入
し
て
い
た
だ
！
、
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
水
道
事
業
所
の
移
転
に
伴
う

水
道
の
窓
口
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

下
水
道
課
（
市
役
所
二
階
）
で
も
取
り

扱
い
ま
す
．
、

改
正
公

　
　
　
　
　
　
　
関

職
選
挙
法

皿
、
候
補
者
等
の

　
　
　
寄
附
禁
止
関
係

係

間
1
　
候
補
者
等
が
町
内
会
の
野
球
大

　
会
に
際
し
て
優
勝
者
の
持
ち
回
り
と

　
す
る
た
め
の
カ
ッ
プ
を
貸
与
す
る
こ

　
と
は
罰
則
の
対
象
と
な
る
か
。

答
　
物
品
の
貸
与
も
財
産
上
の
利
益
の

　
供
与
に
該
当
す
る
の
で
罰
則
の
対
象

　
と
な
る
。

間
2
　
候
補
者
が
相
手
方
（
親
族
で
な

　
い
選
挙
区
内
に
あ
る
者
）
に
対
し
て

　
平
成
二
年
二
月
一
日
前
に
寄
附
を
す

　
る
こ
と
を
申
し
込
み
、
平
成
二
年
二

　
月
一
日
以
後
に
金
銭
を
相
手
方
に
渡

　
す
こ
と
は
ど
う
か
。

答
　
改
正
法
の
施
行
後
、
財
産
上
の
利

　
益
を
相
手
方
に
供
与
し
た
も
の
と
認

　
め
ら
れ
罰
則
の
対
象
と
な
る
。

間
3
　
市
が
「
O
O
市
長
甲
野
太
郎
」

　
と
表
示
し
て
記
念
品
を
贈
呈
す
る
こ

　
と
（
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し

　
て
）
は
法
　
九
九
条
の
二
第
二
項
に

　
違
反
す
る
か
。

答
一
般
的
に
は
違
反
し
な
い
（
な
お
、

　
長
の
氏
名
を
表
示
す
る
こ
と
は
、
法

　
一
九
九
条
の
三
の
立
法
趣
旨
に
か
ん

　
が
み
差
し
控
え
ら
れ
た
い
。

間
4
　
秘
書
が
自
己
の
負
担
に
お
い
て

寄
附
を
す
る
場
合
、
「
O
O
議
員
秘
書
」

と
い
う
肩
書
き
の
名
刺
を
そ
え
て
も
差

質
疑

し
支
え
な
い
か
。

集

答
　
議
員
名
義
の
寄
附
と
認
め
ら
れ
な

　
い
限
り
差
し
支
え
な
い
。

間
5
　
後
援
会
の
会
長
が
自
己
の
負
担

　
に
お
い
て
寄
附
を
す
る
場
合
「
O
O

　
議
員
後
援
会
会
長
」
と
い
う
肩
書
き

　
の
名
刺
を
そ
え
て
も
差
し
支
え
な
い

　
か
。

答
　
議
員
名
儀
の
寄
附
と
認
め
ら
れ
な

　
い
限
り
差
し
支
え
な
い
。

二
、
後
援
団
体
の

　
　
　
　
寄
附
禁
止
関
係

間
6
　
選
挙
前
の
一
定
期
間
に
お
い
て
、

　
後
援
団
体
が
後
援
団
体
の
総
会
に
出

　
席
し
た
会
員
に
通
常
用
い
ら
れ
る
程

　
度
の
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
は
罰
則

　
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
る
と
解
し
て
よ

　
い
か
。

答
お
見
込
み
の
と
お
り
。

し
《
r

、
N柔

祝
Sr

己
唾

　
　
　
　
　
癒

・
　
事
揃

開
店
　
　
8
後
緩
会

鹸14丘
　　　lr一

三
、
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

間
7
　
ワ
ー
プ
ロ
に
よ
る
あ
い
さ
つ
状

　
は
自
筆
に
よ
る
あ
い
さ
つ
状
と
認
め

　
ら
れ
な
い
と
解
し
て
よ
い
か
。

答
お
見
込
み
の
と
お
り
。

間
8
　
昨
年
も
ら
っ
た
年
賀
状
（
答
礼

　
の
た
め
の
年
賀
状
は
出
し
て
い
な

　
い
）
に
対
し
て
今
年
そ
の
答
礼
と
し

　
て
年
賀
状
を
出
す
こ
と
は
ど
う
か
。

答
禁
止
さ
れ
る
。

間
9
　
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
は
年
賀
状
、

　
寒
中
見
舞
状
、
暑
中
見
舞
状
そ
の
他

　
こ
れ
ら
に
類
す
る
あ
い
さ
つ
状
に
含

　
ま
れ
る
と
解
し
て
よ
い
か
。

答
お
見
込
み
の
と
お
り
。

間
1
0
　
「
喪
中
に
つ
き
年
賀
の
あ
い
さ

　
つ
を
失
礼
し
ま
す
」
な
る
欠
礼
の
ハ

　
ガ
キ
を
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し

　
て
出
す
こ
と
は
で
き
る
か
．
、

答
年
賀
状
に
類
す
る
あ
い
さ
つ
状
と

　
認
め
ら
れ
る
の
で
、
で
き
な
い
。

間
1
ー
　
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
選
挙
区
内

　
に
あ
る
者
に
対
し
て
年
賀
の
た
め
の

　
あ
い
さ
つ
状
を
送
る
こ
と
は
禁
止
さ

　
れ
る
と
解
し
て
よ
い
か
。

答
　
お
見
込
み
の
と
お
り
。

問
1
2
　
弔
電
や
各
種
の
大
会
に
つ
い
て

　
の
祝
電
は
禁
止
さ
れ
る
の
か
。

答
禁
止
さ
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
・
影

　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
、
一

　
　
方
筆
、
％
　
　
「
、
ポ
・
　
環
．
、

　
　
　
ψ
．
魁
「

四
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

　
　
　
　
　
有
料
広
告
の
禁
止

問
1
3
　
会
葬
御
礼
広
告
と
し
て
禁
止
さ

　
れ
る
例
を
示
せ
。
ま
た
死
亡
広
告
と

　
し
て
許
さ
れ
る
例
を
示
せ
。

答
の
会
葬
御
礼
と
し
て
禁
止
さ
れ

　
る
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

　
考
え
ら
れ
る
。

　
ご
会
葬
御
礼

故
O
O
O
の
告
別
式
に
際
し
ま

し
て
は
ご
多
用
中
に
か
か
わ
ら

ず
遠
路
わ
ざ
わ
ざ
ご
会
葬
を
賜

り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
こ
に
ご
厚
情
を
深
謝
し
謹
ん

で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
0
年
○
月
O
日

　
喪
主
　
O
　
O
　
O
　
O

　
　
　
親
　
族
　
　
　
同

（
例
）
喪
主
が
候
補
者
等
の
場
合

　
O
　
死
亡
広
告
と
し
て
許
さ
れ
る

例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
考

え
ら
れ
る
。

弊
社
代
表
取
締
役
×
×
×
×
儀

か
ね
て
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ

△
月
△
日
午
後
△
時
△
△
分
永

眠
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝

し
謹
ん
で
ご
通
知
申
し
上
げ
ま

す
。尚

　
密
葬
の
儀
は
△
月
△
△
日

近
親
者
に
よ
り
相
済
ま
せ
ま
し

た
追
っ
て
葬
儀
並
び
に
告
別
式

は
合
同
杜
葬
を
も
っ
て
左
記
の

通
り
執
り
行
い
ま
す

　
　
記

一
、
日
時
△
△
月
ム
ム
日

　
　
　
葬
　
儀
　
午
後
一
時

　
　
告
別
式
　
午
後
二
時

二
、
場
所
△
△
△

　
尚
勝
手
な
が
ら
こ
尊
志
ご

供
花
ご
供
物
の
儀
は
固
ノ
・
、
ご
辞

退
申
し
上
げ
ま
す

万
一
お
届
け
下
さ
い
ま
し
て
も

誠
に
勝
手
乍
ら
拝
辞
申
し
上
げ

ま
す
の
で
悪
し
か
ら
ず
こ
了
承

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
平
成
△
年
乙
月
△
乙
日

　
　
株
式
会
杜
　
▲
　
▲
　
▲

　
　
株
式
会
社
　
△
　
△
　
乙

　
　
葬
儀
委
員
長
○
○
○
○

　
　
喪
　
　
主
　
□
□
□
□

　
　
　
妻
　
　
　
□
□
□
□
皿

弊
社
取
締
役
会
長
！
メ
／
・
儀

△
△
月
△
△
日
午
後
△
時
△
△

分
逝
去
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
情
を
深
謝

し
謹
ん
で
ご
通
知
申
し
上
げ
ま

す平
成
△
年
△
月
△
△
日

　
株
式
会
社
　
△
　
△
　
社

　
　
代
表
取
締
役
　
○
○
○
○

（
例
）
葬
儀
委
員
長
　
喪
主
、
代
表

取
締
役
が
候
補
者
等
の
場
合

僧



f2

わ
が
家
の
味

へ
抽
診
o
勿
塑
串
シ
リ

菊
の
く
る
み
酢
あ
え

〔
材
料
〕
四
人
分

　
も
め
ん
豆
腐
一
丁
、
く
る
み
5
0
9
、

　
菊
3
0
－
5
0
9
、
糸
コ
ン
ニ
ャ
ク
㎜
9
、

　
人
参
5
0
9
、
き
ぬ
さ
や
え
ん
ど
う

　
4
0
9
、
干
し
い
た
け
二
～
三
枚
。

　
A
・
だ
し
カ
ッ
プ
壱
、
砂
糖
大
さ
じ

　
　
　
ー
、
塩
小
さ
じ
去
、
薄
口
し
ょ

　
　
　
う
ゆ
小
さ
じ
ー
。

　
B
・
塩
小
さ
じ
ー
、
砂
糖
大
さ
じ
3
、

　
　
　
酢
大
さ
じ
ー
、
み
り
ん
小
さ
じ

　
　
　
ー
o

〔
作
り
方
〕

①
少
量
の
酢
を
入
れ
た
熱
湯
に
菊
を
入

　
れ
、
す
ぐ
引
き
あ
げ
て
よ
く
し
ぼ
っ

　
て
お
く
。

②
豆
腐
を
さ
っ
と
ゆ
で
、
ふ
き
ん
に
包

　
み
、
三
分
の
二
の
大
き
さ
に
な
る
ま

　
で
水
気
を
し
ぼ
る
。

③
さ
っ
と
ゆ
で
た
糸
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
三

　
セ
ン
チ
く
ら
い
の
長
さ
に
切
る
。

④
人
参
は
三
セ
ン
チ
の
千
切
り
、
し
い

　
た
け
は
よ
く
も
ど
し
、
石
づ
き
を
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白

　　ノ’

米沢　礼子さん

願
さ
や
え
ん
ど
う
は
ビ
タ
ミ
ン
A
・
B
・

弗
　
2
、
　
、

・
B
　
C
　
タ
ン
パ
ク
質
の
他
、
食
物
繊

転嘩
維
も
豊
富
に
含
み
、
そ
の
出
盛
り
は
、

動
四
ー
五
月
で
す
。

弗
　
食
物
繊
維
に
は
、
水
溶
性
繊
維
と
非

雑
溶
性
繊
維
と
が
萱
葦
に
は
非

彰伽
水
溶
性
繊
維
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

も

嫡
　
非
水
溶
性
繊
維
は
、
吸
水
力
が
強
く

蹴
腸
内
で
水
分
を
吸
っ
て
便
の
量
を
多
く

転・
し
ま
す
。
そ
の
為
、
腸
壁
が
刺
激
さ
れ

転撃
便
通
が
良
く
な
り
、
有
害
物
質
や
食
物

物
の
カ
ス
を
吸
着
し
て
体
外
に
早
く
出
し

蹄
て
し
ま
う
の
で
、
大
腸
ガ
ン
な
ど
の
予

辱・
防
に
も
効
果
的
で
す
し
、
食
塩
の
成
分

動撃
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
体
外
に
連
れ
出
し
、

遡
血
圧
を
下
げ
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

曝
そ
の
上
・
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
〒

爆
　
　
り
、
千
切
り
に
す
る
。

　
⑤
き
ぬ
さ
や
の
す
じ
を
と
り
、
塩
を
入

　
　
れ
た
熱
湯
で
さ
っ
と
ゆ
で
、
細
く
切

　
　
っ
て
お
く
。

　
⑥
③
④
を
A
で
汁
気
が
な
く
な
る
ま
で
　
　
⑧
⑦
の
あ
え
衣
に
①
⑤
⑥
を
入
れ
て
あ

　
　
煮
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
、
器
に
盛
り
つ
け
る
。

　
⑦
く
る
み
を
す
り
鉢
で
よ
く
す
り
つ
ぶ
　
　
　
菊
は
、
乾
燥
し
た
も
の
な
ど
が
市
販

　
　
し
、
②
と
B
を
加
え
て
す
り
あ
わ
せ
る
。
　
　
さ
れ
て
い
ま
す
。

藁“ぎ

》
μ
．
・
“
ぎ
ボ
獣
“
ぎ
ず
μ
身
μ
う
M
κ
》
〆
p
“
κ
》
匿
“
診
ρ
“
げ
ノ
ィ
ボ
ィ
舵
レ
ー
認
一
尋
ゴ
玄
・
詮
ρ
を
〆
壽
シ
p
㌶
ピ
蠕
勘
尋
．
げ
も
｝
魯

曜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

執
　
　
【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
メ
モ
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱

頭
　
　
さ
や
え
ん
ど
う
に
つ
い
て
　
　
　
　
庫

卑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
’

ル
を
減
ら
し
、
動
脈
硬
化
や
胆
石
の
予
糖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

防
、
さ
ら
に
、
脂
肪
を
分
解
す
る
酵
素
醸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与

の
働
き
を
活
発
に
す
る
の
で
肥
満
防
止
ガ

に
も
役
立
ち
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
融

　
さ
や
え
ん
ど
う
は
、
「
板
ざ
や
」
と
ゆ

も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
さ
や
の
薄
い
、
　
嫌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曝

豆
の
形
の
小
さ
い
、
緑
鮮
や
か
で
張
り
伽

の
あ
る
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睡

　
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
固
め
に
塩
ゆ
ゆ

で
し
、
サ
ッ
と
妙
め
る
と
シ
ャ
キ
ッ
鳥

仕
上
が
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
保
存
す
る
時
は
、
新
聞
紙
に
包
ん
で
戸

ポ
リ
袋
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
の
野
菜
ボ
ッ
庫

ク
ス
に
入
れ
て
お
け
ば
十
日
位
、
ゆ
で
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転

て
か
ら
冷
凍
に
し
て
お
け
ば
二
ー
三
月
寧

は
も
ち
ま
す
が
、
早
く
食
べ
る
に
こ
し
轡

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
蹄

￥
Ψ
ぞ
9
守
寸
認
藷
奇
寺
5
写
ず
手
錫

　上昇品目
　　洗濯用合成洗剤・灯油（店頭・配
　　達）・レギュラーガソリン・軽油
　下降品目
　　なし
　横ばい品目
　　砂糖・しょうゆ・サラダ油・小麦
　　粉・食パン・マーガリン・牛乳・

　　バター・ティッシュペーパー・ラ
　　ップ・カレーライス・理髪料・パ
　　ーマネント料・プロパンガス・即
　　席中華めん・炭酸飲料

　上昇品目
　　しょうゆ・マーガリン・ティッシ
　　ュペーパー・ラップ・カレーライ
　　ス・理髪料・パーマネント料・灯
　　油（店頭、配達）・レギュラーガ
　　ソリン・軽油・プロパンガス
　下降品目

　　砂糖・サラダ油・小麦粉・食パ
　　ン・バター・洗濯用合成洗剤
　横はい品目
　　牛乳

調査日・平成2年3月1日
だ　お

105，5

102．4

73，4

105，8

108，4

107．5

122，3

121、1

103，4

107，7

101，亙

価格1円11円）　　　比　　聖
前年同月　前　　月

　　261　100。0

　　258　100，0

　　382　100．0

　　222　100，0

　　150　100．0

　　189　100．0

　　219　100．0

　　373　100，0

　　127　100，D

　　205　100，0

　1，020　100，5

　　450　100，0

　1，400　10D．0

　5，040　100．0

　　593　101．3

　　626　102，0

　　117　100，8

　　　65　　102．9

　4，234　100，1）

　　　一　　100．O

　　　－　　loo．o

消費生活モニター調査結果
ロ　　ロ　　　　　欄　　　　碑　　　　今　月　｛円）　　　平　均

前　　月

　　　　　246

　　　　　259

　　　　　320

　　　　　216

　　　　　143

　　　　　190

　　　　　219

　　　　　360

　　　　　134

　　　　　210

　　　　　745

　　　　　476

　　　1，517

　　　5，417

　　　　　716

　　　　　737

　　　　　120

　　　　　　6呂

　　　4，232

　　　　　　76

　　　　　　98

　　　平　」

今　　月

　　　　246

　　　　259

　　　　320

　　　　216

　　　　143

　　　　190

　　　　219

　　　　360

　　　　134

　　　　210

　　　　749

　　　　476

　　　1，517

　　5，417

　　　　725

　　　　752

　　　　121

　　　　　70

　　4，282

　　　　　76

　　　　　98

最低価格

　　198

　　183

　　250

　　183

　　140

　　180

　　194

　　290

　　100

　　150

　　570

　　430

　1，500

　5，200

　　690

　　723

　　115

　　　65

　3，999

　　　72

　　　92

最高価格

　　278

　　300

　　388

　　240

　　150

　　196

　　260

　　390

　　158

　　258

　　876

　　500

　1，700

　5，500

　　774

　　774

　　127

　　　75

　4、440

　　　80

　　10U

　品目
1．砂　　糖

2、しょうゆ

3．サラダ油

4．小 麦粉
5，食　パ　ン

6，マーガリ　ン

7，牛　　乳

8．バ　タ　ー

　　　規　　　格

塘上白糖1kg

ゆ　上級濃口1乏ポリ容器入り

油　ポリ容器入り700g

粉薄力粉1kg

ン並餌袋

ン　ソフトカルトン入り225g

乳紙容器入り1，000cc

一カルトン入り2259

＝一　400枚（200組）紙箱入り

プ幅30㎝

剤濃縮小型洗剤1．5kg

ス並食1皿

料小学生調髪

料　コールドショート

　18乏（店頭価格）

「
じ
ヤ「ン

b
ンずF

ア9
10．ラ　　ッ　　プ

11，洗濯用合成洗剤

12．カレーライス

13．理　髪　料

料ト、
ノ

『
不マ「

ぺ生1

15．灯

■
／

リソ”
η一

F
ワ
’ユ

ギ
でレ軌1

17．軽　　　油

18．■プロパンガス

19．即席中華めん

20．炭　酸　飲　料

国
民
年
童

　
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
国
民
年
金
の
保
険
料

　
平
成
元
年
四
月
分
か
ら
、
平
成
二
年

三
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
を
、

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
り
ま
せ
ん
か
。

　
当
市
の
発
行
し
た
納
付
書
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
四
月
二
十
七
目

ま
で
で
す
。
（
四
月
二
十
へ
日
か
ら
三

十
日
ま
で
金
融
機
関
が
休
業
の
た
め
）

　
五
月
』
日
以
降
は
、
社
会
保
険
事
務

所
の
窓
口
で
納
め
る
か
、
社
会
保
険
事

務
所
の
発
行
す
る
納
付
書
で
、
銀
行
ま

た
は
郵
便
局
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
い

　
平
成
元
年
度
分
の
保
険
料
は
四
月
二

十
七
日
ま
で
に
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

ょ
・
つ
。

　
納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再
発

行
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．
．

　
保
険
料
を

　
　
　
前
納
す
る
と
お
得
で
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
前
納
で
き
ま

す
。

　
平
成
二
年
四
月
か
ら
平
成
三
年
三
月

ま
で
の
一
年
分
の
保
険
料
を
四
月
中
に

（
四
月
二
十
七
日
ま
で
に
）
納
め
る
と

次
の
よ
う
に
割
引
き
さ
れ
、
お
得
で
す
。

　
ま
た
、
毎
月
納
め
に
行
く
手
間
が
は

ぶ
け
、
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は

　
　
　
　
　
お
得
な
前
納
で
〃
”

平成2年4月から平成3年3月
　までの1年分の保険料額

割引額
4月に1年
分を納めた

場　　　合

毎月納めた

場　　含

＼

　　　　’＼

2．43098．370
8，40〔D・12月）

　　　　　　100，800
定額保険料

2．550103．050
8，80（L＼12「月）

　　　　　　1（15。600

定額保険料

　　十
付加保険料

年
金
の
支
払
い
は
年
六
回

　
支
払
日
は
偶
数
月
の
十
五
日
に

　
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
す
べ
て
の
年

金
の
支
払
い
が
、
平
成
二
年
四
月
支
払

い
分
か
ら
年
六
回
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
年
四
回
支
払
わ
れ
て
い
た

方
の
各
支
払
期
の
金
額
は
、
三
か
月
分

で
し
た
が
、
平
成
二
年
四
月
支
払
い
か

ら
は
二
か
月
分
に
な
り
ま
す
の
で
、
前

回
支
払
わ
れ
た
金
額
と
異
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
年
六
回
の
支
払
い
に

な
っ
て
い
た
方
の
場
合
で
も
、
前
回
の

支
払
額
に
は
、
平
成
元
年
四
月
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

る
差
額
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
平
成

二
年
四
月
の
支
払
額
は
少
な
く
な
り
ま

す
。　

な
お
、
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
す
べ

て
の
年
金
に
つ
い
て
、
平
成
二
年
四
月

支
払
分
か
ら
、
支
払
日
は
支
払
月
の
十

五
日
（
十
五
日
が
土
曜
日
の
場
台
は
十

七
日
、
日
曜
日
の
場
合
は
十
六
日
）
に

な
り
ま
す
。

年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
　
～
平
成
二
年
四
月
分
か
ら
～

　
平
成
元
年
の
消
費
者
物
価
が
二
・

三
％
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
二

年
四
月
分
か
ら
、
年
金
額
も
、
二
・

三
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金

　
　
月
額
　
　
五
五
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
五
六
、
七
七
五
円

　
　
　
（
年
額
六
八
一
、
三
〇
〇
円
）

障
害
基
礎
年
金
（
一
級
）

　
　
月
額
　
　
六
九
、
三
七
五
円

　
　
　
　
　
　
　
員

　
　
　
　
　
　
七
（
り
、
九
六
七
円

　
　
　
（
年
額
八
五
一
、
六
（
り
○
円
）

障
害
者
基
礎
年
金
（
二
級
）

　
　
月
額
　
　
五
五
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
掴

　
　
　
　
　
　
五
六
、
七
七
五
円

　
　
　
（
年
額
六
八
一
、
三
〇
〇
円
）

遺
族
基
礎
年
金
（
妻
と
子
一
人
）

　
　
月
額
　
　
七
一
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
員

　
　
　
　
　
　
七
三
、
一
四
二
円

　
　
　
（
年
額
八
七
よ
、
七
〇
〇
円
）

老
齢
福
祉
年
金

　
　
月
額
　
　
二
八
、
四
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
＃

　
　
　
二
九
、
〇
五
〇
円

（
年
額
三
四
八
、
六
〇
〇
円
）

　
な
お
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
年
金
額
で

の
支
払
い
は
、
老
齢
福
祉
年
金
を
除
き

平
成
二
年
六
月
支
払
期
か
ら
で
す
。

（
老
齢
福
祉
年
金
は
特
別
証
書
に
な
り

　
ま
す
）

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

容
二
五
ー
二
一
一
＝
内
線
二
三
七
へ
、

お
米
の
表
示
が

　
　
　
　
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た

　
近
年
、
お
米
が
県
域
を
越
え
て
、
広

域
的
に
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
、
ブ
ラ

ン
ド
の
表
示
な
ど
が
必
要
と
な
り
、
米

の
表
示
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
宮
城
県
に
お
い
て
も
、
平
成
元
年
九

月
か
ら
新
し
い
表
示
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
、

◎
表
示
す
る
事
項

．
「
宮
城
県
指
定
表
示
精
米
」
で
あ
る
こ
と

・
品
名
及
び
品
質
区
分

・
原
料
玄
米
の
内
容
の
説
明

・
販
売
価
格
・
正
味
重
量
・
精
米
月
日

・
「
製
造
販
売
業
者
」
及
び
「
精
米
工
場
」

・
そ
の
他

　
活
字
の
大
き
さ
は
1
2
ポ
イ
ン
ト
以
上

◎
任
意
の
表
示

　
産
地
・
品
質
・
産
年
の
表
示

　
同
じ
品
種
で
も
産
地
に
よ
っ
て
食
味

が
異
な
る
の
で
、
品
種
名
と
同
時
に
セ

ッ
ト
表
示
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

・
表
示
と
内
容
の
確
認

　
精
米
さ
れ
、
袋
詰
め
さ
れ
た
も
の
に

は
、
次
の
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
品
質
表
示
が
正
し
く
行
わ
れ
る

よ
う
に
、
県
で
は
販
売
業
者
や
小
売
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

な
ど
の
業
務
監
査
や
ッ
薗
指
導
を
し
て
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僻

・
特
別
表
示
米
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
鱒

平
成
元
年
度
産
米
蛮
化
．
岬
†
肥
料
　
∞

や
農
薬
を
使
わ
な
い
か
、
使
っ
て
も
最
“

小
限
度
に
蓼
フ
豪
ど
、
通
常
の
北

鞍
蟹
羅
議
盤
麟
灘

準
●
除
草
’
病
重
対
策
」
等
に
つ
頴

て
表
示
を
行
う
こ
と
（
明
確
な
基
準
が
棚

翼
疋
繕
搬
超
縫
漁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

に
な
り
ま
し
た
．
　
　
　
　
畷

　
こ
の
こ
と
に
よ
犠
よ
り
自
然
な
形
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

で
栽
培
さ
れ
た
米
も
店
頭
で
、
購
入
で
き
吟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．
　
　
州

　
詳
し
く
は
、
宮
城
県
農
産
課
食
糧
係
榊

馨
紅
亀
一
へ
四
五
へ
お
｝

消
費
生
活
に
つ
い
て
の
相
誰
ゑ

費
生
活
相
談
室
奮
二
五
ー
二
一
二
剣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

（
内
線
）
＝
二
八
へ
。
　
　
　
　
　
　
州

妻
多
葦
－
苫
季
毒
ぐ
葦
多
…
ε
う
・
齢

鰺
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ク
ラ
ス
紹
介
⑳
越
河
小

三
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
河
小
六
年
深
田

　
私
た
ち
の
越
河
小
学
校
は
、
白
石
の

南
、
国
道
四
号
ぞ
い
に
あ
り
ま
す
。

　
校
舎
の
東
側
に
は
、
田
ん
ぼ
が
広
が

り
、
西
側
に
は
山
が
あ
り
ま
す
。
自
然

が
い
っ
ぱ
い
の
学
校
で
す
。

　
私
た
ち
六
年
生
は
、
先
生
も
入
れ
て

三
十
一
名
。
そ
の
う
ち
男
子
が
十
九
名

の
元
気
な
ク
ラ
ス
で
す
。

　
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
ク
ラ
ス
の
目

標
を
次
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。

明
る
く
楽
し
い
ク
ラ
ス

親
切
で
思
い
や
り
の
あ
る
ク
ラ
ス

カ
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
る
ク
ラ
ス

　　ヤ期一、諺扇㌔㌔・臼、・r一 。㌃　魯『 銑髄、　　費　　　　 騒パ

　　　　　　　，－
慰
． ，嘘濯1鍵爾

麹融麟、鯉謬闘
欝淋1』覆薫霜、1、』傑目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
々
絵

　
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
み
ん
な
で

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
学
習
の
時
、
男
子
も
女
子

も
協
力
し
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、

み
ん
な
で
教
え
合
い
ま
す
。

　
家
庭
科
の
実
習
の
時
な
ど
、
み
ん
な

仕
事
を
見
つ
け
、
進
ん
で
す
る
の
で
、

担
任
の
高
橋
先
生
は
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ

コ
で
す
。

　
高
橋
先
生
は
、
お
こ
る
と
こ
わ
い
け

ど
、
み
ん
な
と
遊
ん
だ
り
、
と
て
も
ユ

ー
モ
ア
の
あ
る
お
も
し
ろ
い
先
生
で
す
。

　
授
業
中
、
な
ぜ
か
話
が
変
わ
っ
て
、

変
な
話
に
な
っ
た
り
し
て
、
い
つ
も
笑

っ
て
ば
か
り
い
ま
す
。

　
今
、
先
生
は
、
花
粉
症
で
、
い
つ
も

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
は
な
さ
ず
、
み
ん
な
が

一
番
好
き
な
体
育
の
と
き
で
も
外
に
出

る
の
が
つ
ら
そ
う
で
す
。

　
ケ
ン
カ
や
事
件
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た

け
ど
、
私
た
ち
六
年
生
は
、
越
河
小
の

最
上
級
生
と
し
て
児
童
会
や
委
員
会
で

が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
問
、
下
級
生
の
手
本
に
な

る
よ
う
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
勉

強
も
運
動
も
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
や

っ
て
き
ま
し
た
が
、
中
学
生
に
な
っ
て

も
斎
川
小
学
校
出
身
の
人
た
ち
と
も
友

だ
ち
に
な
り
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

＝

餐
．

灘悔醗警厘

禰
．
噂

　
（嘉

　
蜘．

磁
紐
羅

ヨ
訓

　
，
、
前

灘
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
一
’

・‘、童

璽

F1｝

．
喝
、

　
「
上
戸
沢
馬
頭
山
に
あ
り
。
も
と
万

蔵
稲
荷
大
明
神
と
称
し
た
り
し
を
、
明

治
二
年
十
月
現
在
の
如
く
改
め
、
四
十

年
四
月
八
日
他
十
一
社
を
合
祀
し
、
村

社
に
列
す
」
と
『
刈
田
郡
誌
』
に
あ
る
。

　
万
蔵
稲
荷
神
社
に
は
、
黒
森
風
穴
絵

馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
馬
は

養
蚕
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
福
島
県

伊
達
地
方
か
ら
購
入
し
て
い
た
蚕
種
を
、

黒
森
風
穴
を
発
見
し
た
古
山
長
吉
が
、

蚕
種
貯
蔵
に
成
功
し
一
家
を
な
し
た
。

そ
の
概
要
と
蚕
種
貯
蔵
施
設
を
描
い
て

奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
。
蚕
種
貯
蔵
は

大
正
十
年
頃
ま
で
行
わ
れ
た
と
い
う
。

・
虻

欝
』　、

．悔

　
　
　
　
　
　
　
　
臨
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
孝

　
　
　
　
　
　
　
頭
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
懸
面

　
　
　
　
　
　
　
繍
、
皿

　
　
　
　
塗
r
o

　
　
　
ー

講
芦
　
　
，
ー
，
砂
寒
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
留
，
、
ン
」
琴
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万
蔵
稲
荷
に
は
こ
ん
な
言
い
伝
え
が

　
上
戸
沢
の
金
剛
院
に
生
ま
れ
た
万
蔵

　
　
　
　
　
、
伊
達
郡
小
坂
に
住
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
は

　
　
　
　
　
　
そ
の
日
は
負
け
、
懐

　
　
一
文
で
あ
っ
た
。
馬
を
引
き
家
に

　
　
　
　
　
　
　
「
ど
う
か
食
べ
物
を

　
　
　
　
　
　
　
と
頼
ま
れ
た
が
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泊
め
て

　
　
　
　
翌
朝
、
馬
の
手
入
れ
を
し
よ

あ
る
。

は
馬
方
と
な
り

小
坂
峠
を
中
心
に
働
い
て
い
た
。

賭
事
が
好
き
で
、

中
無

帰
る
途
中
峠
付
近
で
汚
い
身
な
り
の
老

人
に
出
逢
っ
た
。

恵
ん
で
く
だ
さ
い
」

が
無
か
っ
た
の
で
家
に
連
れ
て
帰
り

心
尽
く
し
の
ご
ち
そ
う
を
し
、

や
っ
た
。

う
と
朝
早
く
目
を
覚
ま
し
て
み
る
と

旅
の
老
人
の
姿
は
な
か
っ
た
。
朝
飯
も

食
べ
ず
捜
し
回
り
、
い
つ
し
か
昨
日
の

所
ま
で
来
た
が
老
人
の
姿
は
ど
こ
に
も

無
か
っ
た
。
突
然
、
後
の
方
で
馬
の
い

な
な
き
が
聞
こ
え
、
振
り
返
っ
て
み
る

と
三
頭
の
駿
馬
を
つ
れ
て
、
神
々
し
い

白
衣
に
身
を
包
ん
だ
昨
夜
の
老
人
が
立

っ
て
い
た
。
「
私
は
、
稲
荷
明
神
の
化

身
で
あ
る
。
そ
な
た
の
奇
特
な
心
尽
く

し
誠
に
殊
勝
で
あ
る
。
こ
の
馬
を
与
、
え

る
」
と
言
う
が
早
い
か
姿
が
消
、
凡
て
し

ま
っ
た
。
稲
荷
明
神
に
賜
っ
た
馬
を
黄

金
に
代
え
た
万
蔵
は
、
そ
の
後
賭
事
を

一
切
止
め
、
祠
を
建
て
、
堂
守
と
な
り
、

峠
の
往
来
に
難
儀
す
る
旅
人
を
助
け
な

が
ら
信
仰
一
途
に
生
き
た
。
そ
し
で
、
、

三
丈
の
滝
に
三
か
年
参
籠
し
、
火
食
を

断
つ
な
ど
の
苦
行
を
つ
み
、
出
羽
三
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
あ
あ
し
め

か
ら
修
験
者
と
し
て
最
高
位
の
大
阿
蘭

梨
の
称
号
を
授
け
ら
れ
、
祐
観
と
名
乗

り
、
八
十
歳
で
没
し
ミ
イ
ラ
に
な
っ
た

と
い
う
。
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　　　　　リハ
　　　　！．鰹葦ミ・

　庄子可南子ちゃん（越河）

　　孝一さん、良子さんの長女
ママからひとこと
“妹や弟の面倒を良くみてくれるやさ

　しい子です。健康で思いやりのある
　子に育ってください”

パパからひとこと
“いつも元気一杯で！”

0
0
◎
◎
9
R
O
◎
◎
9
費

市
民
文
芸

國
口
國
川
股
兵
三
選

風
花
は
宙
を
舞
い
つ
つ
早
春
の
陽
差
し
の
中
を
地

に
吸
は
れ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

樫
大
樹
の
幹
に
残
り
し
雪
消
え
ず
青
空
の
中
に
西

陽
受
け
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

健
や
か
に
年
越
し
せ
し
か
一
人
居
の
老
人
の
家
に

煙
立
つ
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

け
た
た
ま
し
き
電
話
に
覚
め
て
早
暁
の
凍
路
を
走

る
子
は
消
防
士
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

さ
わ
や
か
に
講
義
の
声
の
響
き
く
る
今
年
最
後
の

冬
の
校
舎
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

子
の
く
れ
し
わ
が
誕
生
日
の
贈
り
も
の
セ
ー
タ
ー

は
衿
開
き
す
こ
し
大
き
め
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

o貿oα200や〉oO貿oo
　　　　　　　　　　ど　3

慧
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、
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ー
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身
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◎
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夫
帰
る
自
転
車
の
音
に
飼
猫
は
背
の
び
を
し
つ
つ

　
迎
え
に
い
で
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

　
朝
々
に
東
の
空
を
拝
が
み
居
し
亡
母
の
心
の
老
い

　
て
偲
ば
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

　
雪
ど
け
の
陽
射
し
の
庭
に
立
ち
を
れ
ば
川
の
流
れ

　
の
水
音
聞
こ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

　
熱
き
茶
に
心
鎮
め
て
明
け
を
待
つ
旅
た
つ
朝
の
幸

　
せ
の
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
数
子

「
評
」
一
首
目
「
風
花
」
は
晴
天
に
ち
ら
つ
く
小

雪
片
で
、
雪
が
風
の
ま
に
ま
に
舞
っ
て
来
る
さ
ま
。

肌
寒
い
日
で
あ
る
が
、
早
春
の
陽
差
し
に
地
に
吸

わ
れ
る
よ
う
に
、
風
花
は
消
え
て
ゆ
く
。
美
し
い

作
品
で
あ
る
。
二
首
目
、
太
い
樫
の
風
に
当
る
部

分
の
雪
が
ま
だ
消
え
な
い
。
早
春
の
夕
暮
れ
に
、

西
陽
を
受
け
て
解
け
残
る
雪
が
美
し
い
。

三
首
目
、
元
気
で
年
を
越
し
た
の
だ
ろ
う
か
知
っ

て
い
る
老
人
の
家
か
ら
、
ひ
と
す
じ
今
朝
は
煙
の

「
先
生
の
顔
」

　
高
橋
義
宏

（
小
原
小
3
年
）

わたしのケツサク

立
つ
の
が
見
え
る
。
独
居
老
人
の
多
く
な
り
つ
つ

あ
る
こ
の
ご
ろ
、
特
に
注
目
さ
れ
る
作
品
で
愛
情

が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

囲
国
鈴
木
貞
二
選

ひ
る書

酒
も
少
し
用
意
の
女
正
月
　
　
　
鈴
木
鉄
二
郎

　
　
　
　
ニ
　
ま
　
い

炭
火
た
き
氷
下
魚
釣
る
人
背
を
丸
め
佐
藤
　
善
夫

み
ち
の
く
に
春
雪
ど
っ
と
降
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
源
治
郎

庭
隅
に
午
後
の
日
差
し
や
福
寿
草
　
日
下
　
青
城

野
辺
い
ま
だ
雪
ま
ば
ら
な
り
猫
柳
　
三
浦
　
愛
領

冬
バ
ラ
の
散
り
て
か
な
し
き
友
の
計
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

早
春
の
空
に
く
す
玉
割
ら
れ
け
り
日
下
文

南
天
の
真
赤
に
こ
ぼ
れ
雪
の
上
　
　
勅
使
瓦
令
造

紅
梅
の
蕾
の
こ
し
て
勇
ら
れ
け
り
　
岡
崎
　
澄
子

M
、
．
濃
契
、
麹
読

　
　
》
先
ー
　
　
　
　
　
、
樫

麟灘、
ひ
ろ
び
ろ
と
川
面
残
し
て
鳥
帰
る
　
佐
藤
　
周
子

（
評
）
第
一
句
目
、
女
性
の
進
出
は
め
ざ
ま
し
く
、

女
性
上
位
時
代
と
い
わ
れ
、
日
々
そ
の
傾
向
は
強

く
現
わ
れ
て
い
る
。
「
女
正
月
」
と
い
う
季
題
そ

の
も
の
の
存
在
価
値
も
問
わ
れ
る
事
に
な
る
こ
と

は
止
む
を
得
な
い
。
一
年
に
一
度
の
「
正
月
」
は
、

楽
し
ま
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
ニ
句
目
、
海
釣
り
の
好
き
な
作
者
ら
し
い
。
氷

下
魚
釣
り
は
、
寒
中
に
炭
火
を
た
い
て
暖
を
と
り

な
が
ら
懸
命
に
釣
っ
て
い
る
。

　
三
句
目
、
ど
っ
と
降
る
春
の
大
雪
に
お
お
わ
れ

た
み
ち
の
く
の
景
を
大
胆
に
表
現
し
て
い
る
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
五
月
号
か
ら
「
柳
壇
」
を
褐
載
し
ま
す

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
一
一
一
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務

課
総
務
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
｝
号
）
へ
。
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●社会教育ボランティア ●「おかあさんの勉強室」 ●自衛官を

f7

「やまぶき会』にご参加を！

　社会教育ボランティア『やまぶき

会』では、いっしょに学習しながら

ボランティア活動を実践する人の入

会を待っています。

○対象　市内在住の20歳以上の婦人

○定例会　毎月第2火曜日（月1回）

○会場　　臼石市中央公民館

○主な活動内容

①社会教育関係諸行事へのボラン

　ティア活動（市民体育大会他）

②児童館における16ミリ映写

③ゲートボールの実技・審判

④交流研修会

○申込締切日　4月20日㈹

o申込先

　会長佐藤元子費25－3506または、

　教育委員会社会教育係a25－21

　11（内線）412へ。

　　学級生募集について

　「家庭における子どもの育て方」を

テレビを利用しながら、疑問点や間

題点などについて話し合う勉強会です。

○対象

　①幼児学級（3～5歳児の母親・

　　おばあさん〉…………20名

　②小学生学級（小学1～6年生の

　　母親・おばあさん）…20名

○期間　平成2年5月～3年3月

○開催日時

　幼児学級　第1木曜日10時～12時

　小学生学級第3　〃　　　’ノ

○会場

　臼石市中央公民館　視聴覚室

○申込締切日　4月20日（金）

○申込先

　臼石市教育委員会社会教育係

　　盈25－2111（内線）412

騨図書館からのお知らせ一
読書でつくる明るい社会

　入学・就職など、4月は新しい出

発の第一歩。

　情報化社会といわれる今・日、私た

ちは活字からはなれて生活すること

はできないといっても過言ではあり

ません。

　さあ『これから何かはじめたい』

『余暇を有効に活用したい』と考え

ている皆さん、ぜひ図書館をご利用

ください。

　調査資料をはじめ、子どもからお

年寄りの方々まで、余暇を楽しむ実

用書・趣味の本などたくさん用意し

ておりますので、お気軽にご利用く

ださい。

一貸出しウードい

　　　書翌 流について

　4月1日から、本の貸出し登録番

号の書きかえをします。子ども読書

室・移動図書館車も同じです。

　書きかえは簡単〃

　備え付けの用紙に、住所・氏名・

電話番号などを書いて受付に出すだ

けです。はじめての方も受付で登録

の手続きをすれば、すぐに本が借り

られます。

白石市図書館　費26－3004

　　　　　　　　　’爵』　　㌔』一F　’一

・・利用案内

・本の貸出冊数は一入5冊以内です。

・本を借りるときは、貸出番号をお

知らせください。

・職場・グループなどでまとめて借

りることもできます。

・借りる期間は、15日間（新刊雑誌

は3日）グループは1か月問です。

・閲覧室のほかに、参考調査室の利

用もできます。

　　　　募集しています

○応募資格　18歳から25歳未満

（李薯ゴ18歳になる方も応募）

0身分　特別国家公務員

○待遇　初任給　121，000円

（贈∫1。備チ磐士に）

　防衛庁職員給与法により定期昇

　給年1回、賞与年3回（5．1か月分）

○勤務

　通常8時～17時
　土曜日　8時～12時

　第2・4土曜、日曜日、祝日は

　休みです。

　詳しくは、市民課僧25－2111また

は、大河原募集事務連絡所智0224－

53－2185へお問い合わせください。

　ダ 　身季乳　　舛憂・一　麟簿萎．

・各地区公民館、配本所（23か所）

には、定期的に本の交換を行って

おりますのでご利用ください。　　題

　　　　　　　　　　　　　ナ
、図書館案内　　　　　　　　　勢

○開館時間

　　月～土曜日　9時～16時55分　，

　　日曜日　　　10時～16時

o休館日

　　4月29日　みどりの日

　　4月30日　月末整理日

新着図書案内（抄）
子どもと環境　　　　　　中垣　洋一
ストック経済の時代　　　宮尾　尊弘

有利な資格・役立つ資格　浜田　瑞枝

入とのトラブル対処・仕事のトラブル

対処　　　　　　　　坂本　耀子
金融・経済記事事典　　　　角川　総一

お母さんを勇気づける本　秋山さと子
父は子へ何を伝えられるか　斎藤　茂太

OLのマナーここをチェック

　　　　　　　　　岩下　宣子
生涯現役　　　　　読売新聞婦八部編

親が今すぐ教えてほしいこと

　　　　　　　　　坂本　光男
娘よi）父親への30通の手紙竹内　　博

遊ぶ力と生きる力　高橋敷
こうして治そうアトピー佳皮膚炎

　　　　　　　　　藤澤　重樹
仏典のことば　　　　　　中村　　元

体のぐあいがわかる本　　額賀　厚徳

アレルギーに効く漢方　　久保道徳
小さな童話　　　　　　　青山　昭次

最新挨拶スピーチ実例事典桔梗泉
食品添加物Q＆A　　　　郡司　篤孝

衣食住・きまりごと百科

　　　　　　　主婦と生活社編
お1）がみ新世界　　　　　笠原　邦彦

遊々ウォーキング　　　真鍋　　博
ミステリーでも奇術でも　1色坂　妻夫

昭和虚人伝　　　　　　　佐野　眞一
京都・現代文学の舞台　　河野　仁昭

天下御免　　　　　　　　早坂　　暁

最後のネービーブルー　　志賀　　博

マフ族の陰謀　　　　　　青目虚太郎

置き去りにされたマリア　萩原葉子
その夜の嘘

　　　ジェズアルド・ブフアリーノ

　　　　子どもの本

絵で見るこれからの体験学習

　野鳥や小動物の観察　　中村　典男

絵で見るこれからの体験学習

　野外工作　　　　　　　中村　典男

UFOのおとしもの　　　中尾　　明
へんしんバットのひみつ　久米みのる

赤いヤッケの駅長さん　　はまみつを

　みんなの図書館

働く婦人の家受講生募集
いきいき手作り講座　（満3歳以上の託児所あり）

講座名

ノ灼チ

　ワーク

ヴ
が

一編手

洋　裁

木目込人形

皮工芸

内 容

基礎から身近かな小物

棒針・かぎ針のあみもの

基礎からセーターまで

基礎からブラウス・

スカートまで

入門コース

（本希斗をめざして）

初級コース

講師

矢内和子

　先生

江
生

寿
先

庭大

車月熊きく1工

　先生

菊地ふみ子

　先生

佐燗洋子

　先生

期間・回数

4月稽月

　12回

4月裾月

　21回

4月～12月

　17回

月
日
悶

叩
－

媚

4月～12月

　1咽

曜日塒間

2・軟曜日
10：00～12：00

い3木曜日
10：00～12：00

い3土曜日
10：00～12：00

1・37耀日
10：00～12：00

2・4土曜日

9：30～11：30

口
目
ハ

｛
疋

20

15

15

15

10

実用と趣味の講座

講座名

お煎茶

〃

晶
目
一

童
日

ペン習字

ハーブを用

いた料理

さかな料理

園芸百科

大正琴

内
｛谷

入門コース

〃

入門から実用まで

”

保存食とハーブを

　用いた料理

ぜひおぽえたい

　魚のおかず

育てて楽しむ園芸百科

初級コース

講師

園
生

操
先

田平

〃

永井青舟

　先生

〃

畠　つね

　先生

臼石農業改

良普及所

岩藤けん

　先生

期間個数

4月～12月

　1咽
4月～鯛

　11回

4月一9月

　U回
4月～鯛

　11回

媚～12月

　9回
日
月
口
凹

～
－

月

4月～11月

　15回

4月～9月

　ll回

曜日塒間

1・3土曜日

10：00－12：00

2・4月曜日

18：30～20：00

2・4土曜日

10：00～12：00

2司金1撫
18130～20：30

3日曜日

10100～12：00

4火曜日

10：00～12：00

2・軟曜日
10100－12：00

2・4月曜日

13：30～15：00

定員

10

10

15

15

18

18

25

10

健康講座・

講座名

健康体操

フオーク

　ダンス

卓　球

内 容

エアロビクス健康体操講座

「心と体のバランスアップ」

初級コース

講師

1ンスト肋髪一

八巻美奈♪

　先生
伊藤　釦；

佐藤常llヒ

　両先生

臼石卓球協会

草野潔先生

期間・回数

4月～9同

　11回

娚～9月

　11回

明～12月

　16回

曜日・時間

2・4月1翻
18：30～20：30

2・姻曜日
10：00～11：30

2・4金曜日

lB：30～20：30

・
貝

｛
疋

15

20

10

身近な野草・薬草講座　4回実施、4回出席できる方

　『早春に咲く花を見る』……水ばしょう（湯原）

　・講師　渡辺　信有先生

　・定員　25名（定員になり次第締切）

　・日時　4月26日困　市役所前8時50分集合

　・参加料　700円（バス代等）

　・持ち物　昼食・雨具・長ぐつ

高齢化社会講座　4回実施、4回出席できる方

　　～女だから、男だからでなく、

　　　　　　　　　若：いうちからこそ心がけを～

　・講師　永井　忠雄先生

　・講義内容「老後の生きがい」

　・目時　5月22日乍前10時～！2時

　詳しくは、婦入の家にお問い含わせください。

勤労青少年ホーム受講生・会員募集

　　一一唇」今青春！　君の個性が光るとき

　　　　職場に社会にそして世界に二一・一☆

　　　　（平成2年勤労青少年の標語）

◎定期講座　4月～平成3年3月

講座名

日本舞踊

直派若柳流

裁洋

書道

茶道
裏千家流

料理

社交ダンス

華道池坊

華道小原流

’
㎡
頑

民

着付

擢騨

月

〃

〃

火

〃

〃

木

金

〃

〃

時間

18130～

〃

19：00～

18：30～

〃

19：30～

18100～

19：00～

〃

18：30～

定員

15名

〃

20名

15名

25名

男女各

10名

20名

〃

15名

〃

月額教材費
負　担　金

負600円

材料代実費

教500円

菓子代

　400円

材料代実費

無料

花材代実費

花材代実費

料無

〃

持　ち物

扇子、ゆかた1枚

裁縫道具一式、

筆記用具

書道道具一式

講座の中で説明する

米約1合

花ばさみ、筆記用具

花ばさみ、筆記用具

歌集（1，000円）

ウール着物、長儒絆、

肌着、裾よけ、半幅
帯、その他小物一式

◎クラブ・サークル

名　称

リコーダー・

　コンソート

ボウリング同好会

卓球クラブ

うたう会（仮称）

硬式テニスクラブ

ノfドミントンニュー・

　シャトルズ

エアロビクス・

　　サーク’レ

曜

火

時間

19：00～

　
A
口

0
集
0
ム

．
．
一

18

ホ
水

木

土

日

月
と
木

水

19：00～

〃

19：00～

19：00～

福岡小

19：30～

月額会費

無料

ゲーム代・

靴代実費

無料

楽譜代

　実費

約
1，000円

有

2，000～

2，500円

会からのメッセージ

小中学生時代に吹いた、あの笛
（リコーダー）の透明感に満ちた

ハーモニーを味わってみませんか。

若さをピンにぶつけよう！

手、試らで来ても直ぐ出来さやう、

この気軽さがおすすめ！本格派
の君には、県大会や粟北大会も
あるゾ！

ポップスをコーラスで

　歌ってみませんか。

テニスを通して、コミュニケー
ションの輪を広げてみません競

初心者、歓迎！

＊申込・問合先

　費24－5088半沢

＊申込・問合先

　費25－Ol45　八巻

囹利用するには・一…

①ホームに来て登録し、利用証をもらう。

②希望する講座・サークルに入会する。

③利用者会（イベントの企画・運営を餌当）に入会する。

※講座・サークル以外にも、トレーニングや読書、音楽

　鑑賞など個入利用もできます。

囹登録資格……

　市内に居住または、勤務（求職中も含む）している方。

囹開館時間　午後1時～9時

囹休館日　日曜、祝日、12月28日～1月4EI

　白石市勤労青少年ホーム　自石市益岡町1番16号

　　（臼石城祉益岡公園内1　且（0224）25－3720
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今月の土曜閉庁日は

14日・28日です

　市役所は、今月から毎月の第2・

第4土曜日が業務を行なわない閉庁

日になります。

　市役所にご用の方は、これらの土

曜日や日曜・祝日を除いた日に用件

を済まされるようお願いします。

　ただし、次の施設については、従

来どおり業務を行ないます。

○教育施設

　小・中学校、幼稚園、寄宿舎

○社会福祉施設

　保育園、児童館、老人福祉セン

　ター
○市民利用施設

　市民体育館・市民会館、図書館、

　中央公民館、勤労青少年ホーム、

　働く婦人の家

○その他の施設　地方卸売市場

土曜閉庁実施につきましては、市

民の皆さまのご理解とご協力をお願

いいたします。

詳しくは、秘書企画課費25－2111

（内線）331へお間い合わせください。

殉職船員遺児援護の

お知らせ

　職務上死亡された商船の殉職船員

遺児へ援護金が支給されます。

　出生から高等学校を通常の期間に

より卒業するまで、6，000円（1人1

か月）を支給。

　別に、入学記念として、小学校入

学時30，000円、中学校・高等学校入

学時10，000円を贈呈。

　ただし、生活困窮者に限ります。

　申請・照会は下記まで。

　（財）日本殉職船員顕彰会

　東京都千代田区麹町4－5

　　（海事センタービル内）

　　　口03－234－0662

斎苑使用料が4月1日から
　　　　　改正されました
適用区分

15歳以上

15歳未満

死胎児

改　葬
肢体のみ

分娩汚物

単　　位

1体につき

　〃
〃

1肢につき

　〃

産婦1八につき

ず
日
一
（

金

20，000円

．16，000円

14，00（1円

10，000円

10，000円

10，000円

f9

※市内居住者は無料

楽しいイベントがいっぱい

七ケ宿ダム湖水まつり

：，4月29日　10時～19時

　・野外コンサート（カントリー他）

　・つり大会

　・カラオケ大会

　・花火大会

：4月30日　10日寺～17日寺

　ロックンロール七ケ宿街道

　　イカ天・ホコ天の熱演

　・「わが町どまん中」の生中継

　・地元芸能大会

　・つり大会

　その他イベント多数

　詳しくは、七ケ宿町役場盈0224－

37－2111へお問い合わせください。

宮城県の最低賃金の

お知らせ

地域別最低賃金

　　　（平成元年10月19日発効）

最低賃金の件名

宮城県最低貸金

最低賃金額

日額

3，647円

1時間

456円

．産業別最低賃金

　　　　（昭秋63年12月24日発効）

最低賃金の件名

食料品・飲　料
飼　料　製　造　業

木材・木製品・家具

装備品製造業
機械・金属製品等製
造業及び自動車整備業

卸　売・小売業

最低賃金額

日額

3，796円

3，896円

3，999円

3，705円

1時間

475円

487円

500円

464円

新産業別最低賃金

　　　（平成2年3月10日発効〉

最低賃金の件名

電気機械器具製造業

最低賃金額

日額

4，100円

1時間

513円

労働保険（労災保険・雇用保険）に

　　　　　加入しましょう！
最低賃金、労働保険については、

宮城労働基準局ao22－299－8833、

または、労働基準監督署へお問い合

わせください。

企業の発展に

退職自衛官を〃

　退職自衛官は、団体生活で培われ

た指導力と協調性に富み、強い責任

感があi）、体力・気力にも優れてい

ます。

年齢は、任期制隊員が20歳～25歳、

定年退職者が53歳～54歳です。

詳しくは、下記までお間い合わせ

ください。

退職自衛官仙台無料職業紹介所

　仙台市青葉区本町一丁目3～9

　　　第六広瀬ビル三階

　費022－227－26／0
　自衛隊船岡駐屯地援護センター

　盈0224－55－2301（内線）348

陸上自衛隊創立記念

行事の開催について

…
団

鯨鰹

　f“　創立記念行事＝1

4　　15＝三二　一一 を

桜まつり　

o㊥

　㌻．』‘》　識●・畢
　　　4
0内容
　1．記念式典　2．パレード

　3．模擬戦　　4．ジープ・ボート等試乗

　5。模擬売店

　詳しくは、陸上自衛隊船岡駐屯地

aO224－55－2301（内線）202・211へ

お問い合わせください。

能力開発セミナー

受講生募集

　雇用促進事業団宮城技能開発セン

ターでは、4月開講の能力開発セミ

ナー受講生を募集しています。

　自己啓発や資格取得を目指す人か

ら初心者まで広く一般を対象に、各

種講座を開催しています。

　詳しい内容、日時、受講料等は下

記へお間い合わせください。

〒985多賀城市明月2－2－1
宮城技能開発センター開発援助、i果

　ao22－362－2254へ。

ぼしゆう鹸
●老人家庭奉仕員（パート）を

募集します

　市では、在宅老人家庭の日常生活

のお世話をする家庭奉仕員（パート）

を募集します。

○募集人員　2名

○応募要件　市内に居住し、昭和22

　年4月2日から昭和38年4月1
　日までに生まれた女性で、中卒

　以上で普通自動車運転免許証を

　有する者。

○受験申込受付期間

　平成2年4月10日～4月27日

　平日　8時30分～17時
　土曜日（2・4土曜日を除く）

　　　　8時30分～12時
　郵送の場合は最終日の消印有効

○試験日時・種目

　5月19日（土）10時～11時作　　文

　　　〃　　13時30分～人物試験

o試験場　臼石市役所

○勤務条件

　勤務時間9時～16時（実働6時間）

　時給　828円
○採用

　平成2年6月1日
受験申込書の請求、問い合わせは

秘書企画課人事係（臼石市大手町1

番1号）盈25－2111（内線）3
31へお間い合わせください。

●第一回『みやぎ創造の翼』

　　　　団員募集について

O目的　青年の連帯意識の高揚と国

際的視野を広め、明日の郷土を築

　く青年の資質の向上を図る。

○主催宮城県

○目程

　アジア派遣　8月22日～29日

　ヨーロッパ派遣10月19日～31日

○申込先

　教育委員会教育課a25－2111

　　（内線）411

0募集期間　4月16日～5月15日

　負担金・募集入数等詳しくは、宮

城県生活福祉部婦入青少年課費022

－211－2559または、教育委員会へ

お間い含わせください。

●白石市奨学生の

　　　　　募集について

　入学金や授業料の引きあげなど、

教育費の負担はますます大きくなっ

てきています。

　臼石市では、心身ともに健全で、

経済的事由により学資の支弁の困難

な学生を対象に奨学生を募集します。

○募集人員

　大学生　5人以内
　短大生　3人〃

　高校生　2人〃

　　（驚難畷する場合）

o貸付金の額

　大学生　20，000円

　短大生　　〃

　高校生　10，000円

　申請の手続きなど詳しくは、教育

委員会管理課総務係盈25－2111（内

線）418へお問い合わせください。

●家庭介護者教室

受講生募集について

　家庭介護者に多くの知識や技術を

修得させ、日常介護面での問題を多

少なりとも解決するために『家庭介

護者教室』を開催いたします。

○日時

第1回　5月25日働　10時～15時

第2回　6月16日（土）　　〃

第3回　7月20日（金）　　〃

第4回　 8月25日（土）　　　〃

○場所

デイ・サービスセンター吹上荘

O費用　食事代300円（毎回）

　　　初回はテキスト代400円

○定員　25名（先着順）

○交通　市役所前からバスで送迎

　　　（市役所前発9時15分）

　申し込み、お問い合わせは、社会

福祉事務所費25－2111（内線）155ま

たは、デイ・サービスセンター吹上

荘晋24－5500（内線）7へ。

●新入学児童ぬり絵・

　　　似顔絵展にっいて

○期間　4月10日まで

○展示内容　諏り絵　約100点

　　　　似顔絵　　〃
○会場　臼石郵便局コミュニテ伊レーム

●平成2年度『青年教室』

学級生募集について

　勤労青年を対象に、定期的な学習

や仲間づくりを通して、青年の生き

がいを探究します。あなたも参加し

て余暇時間を活用しましょう。

○期間　5月～平成3年2月（9回）

○会場　臼石市中央公民館ほか

○募集人数　男15名・女15名

○学習内容

　5月「文学の旅」

　6月「男ごころ・女ごころ」

　7月「名画鑑賞」

　8月「ハイキング」

　9月「歴史をたずねて」

　10月「ボランティアについて考える」

　11月「心のふれあい・国際交流」

　1月「だれにでもわかる民法」

　2月「スキーを楽しむ」

○申込締切日　4月27日㈹

○申込先　教育委員会社会教育係

　詳しくは、教育委員会社会教育係

費25－2111（内線）411・412へ。

響
無
編

●市営住宅入居者

募集について

第一種住宅（収入基準162，000円〉

団地名

新館

寿山

岩崎

型式

3DK・3K

3K

3DK

家賃（敷金は3月分）

3，000～3，500円

3，300～3，500円

2，800円

戸数

8戸

7戸

0戸

第二種住宅（収入基準100，000円以下）

団地名

城南

緑が丘

新館

寿山

型式

3DK

3DK

3K

2K

家賃（敷金は3月分）

23，000円

14，500～16，500円

10渦00～12，600円

5，100円

戸数

1戸

12戸

7戸

1戸

建設課で随時先着順に受け付けて

います。　　　　　13月15日現在）

詳しくは、建設課住宅係盈25－21

11（内線）262へお間い合わせください。
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1難議麟鍾，鍵麟　まち傭鎌纈縣繍騰騨
灘麟灘、曜纏欝欄輻灘騰謙灘鷺難用

・
“
　
　 綴．一　　　　　　照　　　　　・　　　　　イー　　地に、竣功記念碑が建立され、関係者の見まもる中、除
馨・』．’饗鷺　、塾・　転．幕さ博業の竣功を祝いました．

の撤去作業が行われました。ゴミの不法投棄は罰せられ　　哲灘　　嵐　　　　　　　　　　一亙1恥、禰　、・精

ます。粗大ゴミ等は、リサイクルセンターで処理し、衛　　／　f　　 　、一一一、　　．、一，」門

生的樋な生活環境を守りましょう・　　　　　　　ノミ

お乙らぜコーナーk韓冨 ’砺一鰻一鶏嚥』 轟嘘　㌔畢

春の消防演習

市内一斉サイレン吹鳴

私道等の整備

補助金について

満77歳以上の方に

市敬老祝金を贈呈します

　臼石市消防団では、4月22日（日〉午

前8時半より、臼石第一小学校校庭

において、春の消防演習を実施しま

す。

当日、団員招集のため、次のとお

り市内一斉にサイレンを吹鳴いたし

ますので、火災と間違えないようご

注意ください。

・サイレン吹鳴時問

平成2年4月22日（日）午前7時

公立刈田綜合病院内に

現金自動預払機を設置

自石郵便局、臼石市農業協同組合、

労働金庫臼石支店では、3月12日か

ら、刈田病院内において現金自動預

払機による営業を開始しました。

ぜひご利用ください。

o営業時問

　月～金曜日　9時～19時

　土　　日擢　　日　　9H寺～140寺

　（ただし、日曜・祝日は休業）

皆さんが、毎日利用されている私

道の整備に必要な経費の一部を補助

するため、平成元年10月に「私道等

の整備補助金交付要綱」を制定しま

した。

平成2年度も引き続き運用します

のでご利用ください。

対象となる私道等については、一

定の基準がありますが、補助の内容

は次のとおi）です。

o整備内容
　舗装および私道等に付随する側

　溝の整備
○補助率

　事業費の75％以内

　（残り2500は受益者負担）

対象となる私道等の基準など詳し

くは、建設課道路管理係費25－2111

（内線）264・265へお問い合わせくだ

さい。

ペットは他人の迷惑に

ならないように飼いましょう

第54回河北美術展

仙南展について

2f

○とき6月13日～6月17日
Oところ　自石市中央公民館大ホール

○内容洋画・日本画・彫刻

　　　　　　11）Q余点の展示

犬や猫の被害を受けているという

苦情が非常に多くなってきています。

犬や猫は善悪の判断ができません。

飼い主の犬や猫に対する正しいし

つけと、他入に迷惑をかけない飼養

管理をしましょう。

　　　　　〈f呆：f建衛’1三言果力・ら＞

本年12月31日までに、満77歳（大

正2年12月31日以前の出生者）以上

になる方で、本年3月31日現在にお

いて日本国籍を有し、市内に住所を

有する方に、市敬老祝金を贈呈いた

します。

○敬老祝金の額　　年額5，000円

O持参する物　通知書、印鑑

　受領は代理の方でもかまいませ

　んが、印鑑は該当者本人のもの

　を持参すること。

通知書は、4月16日付で発送しま

すが、通知のない場合は社会福祉事

務所総務係a25－2111（内線）154

へお申し出ください。

日程表

地区

越河

斎川

平』
、
ヲ

大臨尺

臼川

小原

福岡

臼石

月日

4月24日

〃

〃

〃

〃

’ノ

4月25日

4月26日

時間

9時～15時

’ノ

7’

〃

〃

〃

〃

〃

場　所

越河
事務連絡所

斎川
事務連絡所

社会福祉

事務所
大鷹沢

事務連絡所

白川
事務連絡所

　
所

　
絡

　
庫
一

原
獅

、
事

づ

社会福祉

事務所
〃

講織一繋－灘鱒，譲鴫
　　　　　　自由市場・消費生活展
　　3月17・18日、市民会館において商店と消費者のふれ

　あいを深めるため自由市場・消費生活展が開催され、猿

　まわしなどの大道芸に盛んな声援がおくられました。 ！㌦

塾 ・』な叢置

　略
臨

昏

・
畠
n
♂

　
　
熱
憶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
諾

　
　
　
　
　
κ

聡
　
、
き
．
潔

さ
　

「
ー

　　と．　羅
　　　葉イ’

隠驚課
　　＼　　緊［

　　　『　郵
二，ラ’二　」

翻臨藍

おしらせコーナー

「」¶彫
曳
－
、
．

レィ

瓢　　鷺　　　甑韻・　　．・．
　　　　「美しい話しことば」講演会

3月5日、中央公民館において、N　H　K日本語セン

ターの小六英介氏の特別講演会が開催されました。同氏

の人の気をそらさない話し方に感心したり、爆笑の講演

会でした。

二』＾蝋麟と瓢聖樋顯嚇，寵蟄耀職辮禦」

火の元にこ注意ください

春の川干のお知らせ

要約筆記奉仕者養成講座

開催のお知らせ

　聴覚障害者の福祉に理解と熱意を

有する方々を対象に、OHP（オー

バーヘットプロジェクター）を利用

して『要約筆記奉仕者養成講座』を

開催します。

○日時

　5月11日働　13時～16時

　5月12日（土）10時～15時

　　　（昼食は主催者が準備します）

　5月13日（日）10時～15時

　　　（昼食は主催者が準備します〉

○会場　臼石市中央公民館視聴覚室

○受講料無料

Q受講申込締切日　5月7日（月）

○受講申込先

　宮城県身体障害者福祉協会

　　盈022－291－1585
　　臼石市社会福祉事務所福祉係

　　盈25－2111（内線）156
0主催　宮城県身体障害者福祉協会

　詳しくは、宮城県身体障害者福祉

協会奮022－291－1585へお間い合わ

せください。

と

i　福岡公民館鍵管理者変更

1福岡公民館の鍵管理者が、4旧
レ

1日から次のとおり代わりましたのでi

lお知らせします。
と

i・注所　臼石市福岡長袋字陣場が丘1

卜氏名小西蓄秩　　IH81
・電話　25－4525

平成2年度海外協力隊

用水路のしゅんせつと補修のため

「春の川干」を実施します。各家庭

の周囲の側溝や占用箇所の土砂上げ

をお願いします。

なお、川干の期間中は、火の元に

は特にご注意ください。

○期間　4月14日（土）午前6時から

　　　4月16日（月）午後5時まで

　　　　3日間（夜間を含む）

○実施区域

　臼石土地改良区管轄用水路全域

第4回手話劇
「おむすびころりん』を上演

白石手話劇実行委員会しらゆり会

では、次のとおり手話劇を上演しま

す。ぜひご覧ください。

○日時　4月3（1日（月）13時30分～

○場所　臼石市中央公民館大ホール

○その他　マジックショー

　　　手話の歌など

o共催
　自石手話劇実行委員会しらゆり会

　自石市社会福祉協議会

　　　　一，’　藤へ

　　　轡㌔譲
　　　一・陶ニマ 　 ㍉

　　　り驚華
　　　奪矯ゾプ
　　　　ζ丸

し声睾

春募集説明会について

○応募資格　20歳から39歳（平成2

　年5月31日現在）までの日本国

　籍をもっ男女

○派遣期間　2年間（延長も可）

○派遣職種　農林水産・保健衛生・

　教育文化・スポーッ・加工・保

　守操作等　約150職種
o開催月日
　4月16日（月）・5月8日〔火）・18日

　働・29日（幻　仙台市青葉区一番

　丁4－6－1仙台第一生命タワー

　ビル11F且022－223－5151

税の窓ロ《多

税務証明の交付について

o対象　融資、保証人、扶養認定な

　どの使用目的のために所得、課税・

　納税証明書等を必要とする方

噂求できる人納税義務躰入か
　本入からの委任状を持参した代

　理人
○手数料　1件につき　200円

○持参するもの

　印かん、委任状（代理人の場合1

4月の納税は、国民健康保険税第

1期分です。忘れずに納付ください！

　口座振替をご利用の方は、預金の

現在高をご確認ください。
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今月の休日当番医

4月1日
内科　水野内科クリニック

　　　　　　　雪25－2736
外科　刈田病院　　　雪25－2145
歯科　岩田歯科医院　君25－2191

8日

内科　柿崎医院　　　雪25－2210
外科　斎藤医院　　　君25一1222
歯科　小野歯科医院　君25－8007

15日

内科　刈田病院　　　◎25－2145
外科　刈田病院　　　費25－2145
歯科　高沢歯科医院　盤25－5220

21日
内科　亘理医院　　　a25－8501
外科　堤医院　　　　a25－1181
歯科　高橋歯科医院　費26－3543

　
科
科

日
内
外

29

歯科

30日
内科
外科

歯科

大沼医院　　　雪25－2502
やまや婦人クリニック

　　　　費25－0088
三沢歯科クリニック

　　　　費26－2518

広瀬医院　　　費25－0238
橋本整形外科医院

　　　　魯25－1616
富岡歯科医院　費24－4362

5月3日
内不斗　三才甫クリニック費25－6854

外科　朝倉医院　　　a25－2101
歯科　谷津歯科医院　費26－3254

※都合により変更になる場合もあります。

市内の交通事故
2／16～3／15　（）は累計1

安全は

　出せるスピード

　出さない勇気！　

馨事故欝
　　　　（114件）

愚
櫓讐

死亡者数

　2人
　（2人）

数
　
　
　

者
人
人

傷
9
2
5

　
　
（

負

ぞ
り

、落、

　　　　　　ぜヒ
　　1卜邸r’
　　－

物損件数
　25件
（94件）

4月の定例相談日
相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

無料法律
租　談

障害者
相　　談

青少年
相　　談

相談日

16

16

16

16

5・25

17

16

毎週月・水・金

リオン

3・18
ンホ

2
0

二

16．

9

　毎週
月・火・木・金

時間

10：00～
12：00

10：00～
15：00

10：00～
15：00

10100～
15：00

10：00～
12：00

9：30～
15：00

10：00～
15：00

10：00～
15：00

13：00～
14：00

10130～
11：30

10：00～
15：00

10：00～
15：00

場　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室

白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室

内　　容

市行政に対する質問、
要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます。（代理の場合も劫ます）

結婚、離婚、遺産相続
借地借家、雇用、差別
待遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

法律についての困りご
と

電話相談にも応じます君25

身体障害者精神薄弱者
の生活、職業、結婚等

一2111（内線）351

9：00～
17：00

階
一

4
　
タ

所
談
ン

役
相
セ

市
年

石
少

白
青 子供の教育上の相談

團今月の表紙

　
”」

　

7
一

ア
豊

謬生

♂

　’レずイ　　　　　　　　
1・

　　　　マー鑑」

　
演

　　白二小卒業式

．・　　3月19日．、白二小体育館におい

　　て卒業式が行われました。

　　卒業生は、一人ひとり登壇し、

　　将来の夢や希望を元気よく発表し

猛轟校長先生から卒業証書を受けとっ

　　ていました。いつもはにぎやかな

　　児童も、この日は緊張のあまり機

　　械的に歩く姿も見られました。

　　4月からは、白中と東中に別れ

　　ますが、よきライバルとしてお互

　　いにがんばってください。

人口と
世帯数
2月末現在

　
　
駄
ん

●
且
0
2
（
∠

●
曹
4
3

　
　
＾
乙
輌

　
　
4
〆
k

　　　曾

20，806人
（一12人）

　　　響
21，620人
（一20人）

一
11，813世帯

（一8世帯）

※一部訂正しました。
（）内は対前月比
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